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、 
ご 

指 導• 

ご 
協 
力 
を 
賜 
り 
ま 
し 
た 
文 
化 
庁 
、 
沖 
縄 
県 
及 
び 
玉 
陵 
御 
番 
所 
復 
元 
整 
備 
検 
討 
会 
委 
員 
、 
工 
事 
関 
係 
者 
各 
位 
に 
対 
し 
厚 
く 御

れ 
ユはました。 

ネ 
ス 
コ 
の 
世 
界 
遺 
産 
に 
登 
録 
さ 
れ 
、 
地 
元 沖

沖と 
縄し 
戦て 
で、 

壊れさ五〇一 

ま年 
し、 
た尚 
が真 
、王 
昭に 
和よ 
三り 
五亡 
年き 
頃父 
か尚 
ら円 
三 王

値を同 にに
持時 築所
つに 造在

りも国 さし
まの指 れ、
しと定 ま琉
た広文かし球 
がく化けたの 
、認財て。第 

平めと復去二 
成らな原る尚 

四れり修第氏 
年る、理二王 
、に平工次統 
尚至成事世歴 
家り一が界代 
第ま二行大の 
二し年わ戦陵 
ニた一 の墓 
当代〇 二月 

主 
尚 
裕 
氏 
に 
よ 
り 
那 
覇 
市 
に 
無 
償 
譲 
渡 
さ 
れ 
、 
以 来

管設の、文理•よに人界に年復さ代国」は 

建 化 っ は れ 王) 、
設庁 て 沖 ) 那 
、並 管通縄 を覇
東び 理ののら改市 
のに ・普本 葬首
御沖 運遍土 す里
番縄 営的復 る金
所県 さ価帰 た城
のの れ と め町
復ご て
元支 ま
、援 い
参を 
詣得 
道て 
整、 
備)平成 

を一 
行二 

っまてい年より建 

終姿たびのり昔了し日、の再ま興しこたがが、む業整玉事備陵整周造物とその辺含施設等備を 

さ( 

れる石牆 

こと の修

(本申本な、先覇玉のま年第重
書し事りガの市陵みたを二要
は上業まイ復にはな、か尚文
、げ実しダ原お代ら昭け氏化
整ま施たン修い々ず和一王財 
備すに。 ス理て尚、四部統「玉 
の。際 施後管家世七修初陵

過
、
関
係
資
料
、
記
録
写
真
、
図
面
等
を
集
録
し
、
将
来
の
参
考
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

文



ー
、
本
報
告
書
は
、
重
要
文
化
財
玉
陵(

タ
マ
ウ
ド
ウ
ン)

の
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し 

て
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、 
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
整
備
の
概
要
の
ほ
か
、
工
事
前
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
事
項
お 

よ
び
東
の
御
番
所(

ア
ガ
リ
ヌ
ウ
バ
ン
ジ
ュ)

に
関
す
る
各
種
参
考
資
料
な
ど
を
ま
と 

め
た
。

三
、 
図
面
に
つ
い
て
は
工
事
中
に
作
製
し
た
記
録
図
と
そ
の
他
の
説
明
図
を
、
写
真
に
つ
い 

て
は
工
事
中
並
び
に
竣
工
の
記
録
の
ほ
か
、
主
要
な
資
料
を
掲
載
し
た
。

四
、 
本
文
お
よ
び
図
面
中
の
寸
法
の
単
位
は
、
尺
貫
法
と
メ
ー
ト
ル
法
の
両
方
を
必
要
に
応 

じ
て
使
っ
て
お
り
、
あ
え
て
統
一
し
て
い
な
い
。

五
、 
本
文
は
次
の
と
お
り
分
担
し
て
執
筆
し
た
。

第
一
章
、
第
六
章
、
第
七
章 

㈱

国
建 

平
良 

啓

福
元
真
一
郎 

第
二
〜
四
章 

那
覇
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
財
課 

大
久 

肇 

第
五
章 

那
覇
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
財
課 

玉
城
安
明

六
、 
本
報
告
書
の
編
集
は㈱

国
建
が
行
っ
た
。
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(2枚の図を合成)

以J

臨見( 
み上一 
、げ五 
東森〇 

は天陵に一) 

界葬( 
寺にる。出典 

側今・ 
る番球 

先新研 

尚王に玉究会 

陵編 
を

奉中角 
じ山川 
て坊書 

の陵玉此 にの地内 行店発 )

第

一

章

概

説

第

一

節

玉

陵

の

概

要 

第
一
項
玉
陵
の
歴
史
的
経
緯
と
特
徴

玉
陵(

霊
御
殿)

は
、
那
覇
市
首
里
金
城
町
に
所
在
し
、
琉
球
の
第
二
尚
氏
王
統
歴
代
の 

陵
墓
と
し
て
、

一
五
〇
一
年
、
尚
真
王
に
よ
り
亡
き
父
尚
円(

第 
一
ー
尚
氏
王
統
初
代
国
王)
 

を
改
葬
す
る
た
め
に
築
造
さ
れ
た
。
去
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
、
戦
後 

し
ば
ら
く
荒
廃
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
三
か
年
を
か
け
一
部
修
復
さ 

れ
、
さ
ら
に
昭
和
四
九
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
復
原
修
理
工
事
が
行
わ
れ
た 
。 

昭
和
四
七
年
に
は
沖
縄
の
本
土
復
帰
と
同
時
に
国
指
定
文
化
財
と
な
り
、
平
成
一
二
年
一
ニ 

月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

玉
陵
は
代
々
尚
家
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
四
年
、
尚
家
第
二
ニ
代 

当
主
尚
裕
氏
に
よ
り
那
覇
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
以
来
那
覇
市
に
お
い
て
管
理•

運
営
を
行
っ 

て
い
る
。

陵
墓
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
自
然
の
岩
山
を
穿
っ
て
そ
こ
を
墓
室
と
し
、
灰
色
で 

平
瓦
段
葺
の
切
妻
屋
根
を
設
け
、
前
面
に
切
石
を
積
み
上
げ
、
さ
ら
に
石
高
欄
の
つ
い
た
基 

壇
を
設
け
て
い
る
。
規
模
は
東
西
約
五 m
五

、
南
北
約
四
五m

で
、
周
囲
を
ぐ
る
り
と
石
積 

み
で
囲
っ
て
い
る
。
外
庭
、
中
庭
で
空
間
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
石
積
み
の
中
央
に
は
石
門 

が
あ
る
。
墓
は
中
庭
に
北
向
き
で
配
置
さ
れ
て
お
り
、
墓
室
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
三
つ
の 

部
屋
で
構
成
さ
れ
、
東
に
あ
る
東
室
に
は
王
と
王
妃
の
蔵
骨
器
を
安
置
し
、
中
央
の
中
室
は 

洗
骨
ま
で
の
遺
体
を
安
置
す
る
部
屋
で
、
西
室
は
王
子
、
王
女
ら
の
遺
骨
を
安
置
す
る
部
屋 

と
な
っ
て
い
る
。

玉
凌
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
の
地
形
を
生
か
し
な
が
ら
、
石
材
な
ど
に
よ
っ
て
当

時
の
木
造
建
築
物
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
面
基
壇
の
構
え
は
、
首
里

城
の
正
殿
や
奉
神
門
な
ど
の
基
壇
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
琉
球
王
朝
の
重
要
な
施
設
の
一 

つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
造
形
的
特
徴
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

•

『球
陽
』
尚
真
王
二
五

「尚
円
王
已
に
薨
じ 

築
く
。
前
は
首
里
大
街 

に
移
葬
す
。
」

『図
帳
』<

勢
頭
方 

中
庭
と
外
庭
に
仮
設 

外
側
の
両
御
番
所
は
描 

想
定
さ
れ
る
。
ち
な
み 

営
の
表
現
が
な
さ
れ
て
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尚

裕

一縄

三〇県那

地番覇市

天久

有

所有者の住

所

一 
丁縄 
目県 
三那
番覇 
地市首 

里金城町

の場所

第
二
項
玉
陵
の
復
原
修
理

去
る
沖
縄
戦
で
破
壊
さ
れ
た
玉
陵
が
そ
の
後
、
今
日
に
見
ら
れ
る
姿
に
復
原
修
理
さ
れ
た 
。 

昭
和
五
二
年
の
復
原
修
理
に
つ
い
て
、

「重
要
文
化
財 

玉
陵
復
原
修
理
工
事
報
告
書 
」 

(

重
要
文
化
財
玉
陵
復
原
修
理
委
員
会)

か
ら
概
要
を
整
理
す
る
。

工
事
関
係
者

玉
陵
修
理
委
員
会(

委
員
長:

沖
縄
県
教
育
長)

設
計
監
理
一(

財
)

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

工
事
請
負
者
ー
金
秀
建
設
株
式
会
社

総
事
業
費
一
一
四
一
、

ー
九
五
、
〇
〇
〇
円

工 

期

』
昭
和
四
九
年
ー 

ー
月
か
ら
昭
和
五
二
年
九
月
ま
で

施
工
範
囲
』
周
囲
石
牆
、
墓
室
外
部•

内
部
、
塔
、
前
壇
、
高
欄
、
中
門
、
第
一
門
、
そ
の

他
、
室
内
調
査

第

二

節

指

定

文
部
省
告
示

文
化
財
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
表
に
揚
げ
る
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日 

文
部
大
臣 

高
見 

三
郎

名

称
 

員

数
 

構

造

及

び

形

式

玉
墓
室
陵 

石
牆

五

棟

東
室
、
中
室
、
西
室
よ
り
な
る
、
各
石
造
、
切
妻
造
、

瓦
葺
、
お
よ
び
階
段
付
属

四
面
一
周
、
延
長
一
九
二•

〇
メ
ー
ト
ル
、
第
一
門
を
含
む

中
門
左
右
延
長
四
一 •

二
メ
ー
ト
ル

附

石

獅

子

一

対

石
碑 

一
基 

大
明
弘
治
十
四
年
九
月
大
吉
日
の
刻
銘
が
あ
る
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第
二
章
整
備
事
業

第
一
節
事
業
経
過
の
概
要 

玉
陵
整
備
事
業
は
、
国
の
史
跡
等
活
用
特
別
補
助
要
項
に
よ
り
国
・
県
の
補
助
を
受
け 
、

平
成
一
ニ
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

ー
二
年
度
は
、
先
に
崩
落
の
確
認
さ
れ
た
玉
陵
石
牆
の
修
復
工
事
を
行
い
、

ニ
ニ
年
度
は 
、 

管
理
棟(

軽
量
鉄
骨
造)

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
ま
た
今
後
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
来 

訪
者
に
対
応
す
る
た
め
、
管
理
と
資
料
展
示
を
兼
ね
備
え
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
を
行
っ 

た
。

一
四
年
度
は
、
玉
陵
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
的
景
観
の
回
復
を
目
指
し
、
か
つ
て
東
西
に 

あ
っ
た
御
番
所
の
う
ち
、
東
の
御
番
所
の
復
元
整
備
を
行
い
、

一
五
年
度
は
参
詣
道
の
整
備

を
行
つ
た
。

ま
た
東
の
御
番
所
及
び
参
詣
道
の
整
備
に
先
立
ち
、

ー
二
年
度
か
ら
一
三
年
度
に
か
け
て 

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

な
お
、
東
の
御
番
所
の
復
元
、
参
詣
道
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
往
時
の
姿
を 

復
元
す
る
た
め
、
歴
史
、
民
俗
、
建
築
、
考
古
等
の
専
門
家
か
ら
な
る
玉
陵
御
番
所
復
元
整 

備
検
討
会
を
発
足
し
、
設
計
か
ら
工
事
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
た 
。

第
一
項
事
業
概
要

•

平
成
一
二
年
度

•

玉
陵
石
牆
修
復
工
事
実
施
設
計•

写
真
測
量

•

玉
陵
石
牆
修
復
工
事

•

玉
陵
東
西
御
番
所
跡
発
掘
調
査

•

玉
陵
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
実
施
設
計

•

平
成
一
三
年
度

•

玉
陵
石
牆
図
化
業
務

•

玉
陵
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
新
築
工
事

•

玉
陵
東
の
御
番
所
実
施
設
計 

•

玉
陵
参
詣
道
発
掘
調
査 

•

平
成
一
四
年
度 

•

玉
陵
東
の
御
番
所
復
元
工
事

•

発
掘
調
査
資
料
整
理 

•

平
成
一
五
年
度 

•

参
詣
道
整
備
工
事

第
一
一
項
事
業
関
係
者

◎

玉
陵
御
番
所
復
元
整
備
検
討
会

委

員

長

嵩

元

政

秀 

那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員 

委

員

真

栄

平

房

敬

ク 

久
高
幸
正

ク 

福
島
駿
介 

琉
球
大
学

ク 

赤
嶺
和
雄 

囿
設
計
同 

タ 

田
名
真
之 

那
覇
市
歴 

調
査
指
導

文
化
庁
主
任
文
化
財
調
査
官
本
中
眞 

沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課 

上

地

博
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区分 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 合計

国庫補助金(80%) 13,794,000 69,441,000 71,948,000 6,692,000 161,875,000

県補助金(10%) 1,724,000 8,680, 000 8,994,000 836,000 20,234,000

市負担金(10%) 1,754,954 8,684,599 9,225,342 885,000 20,549,895

合計 17,272,954 86,805,599 90,167,342 8,413,000 202,658,895

工事請負費 7,560,000 74,025,000 83,950,650 4,675,000 170,210,650

委託料 3,465,840 7,586,250 3,255,000 850,500 15,157,590

発掘賃金 4,039,480 1,051,630 〇 〇 5,091,110

発掘報酬 1,238,740 3,501,500 2,735,343 〇 7,475,583

需用費 194,345 109,763 99,349 〇 403,457

使用料及び賃借料 774,549 301,866 〇 〇 1,076,415

旅費 〇 147,790 44,200 〇 191,990

報償費 〇 81,800 81,800 〇 163,600

役務費 〇 〇 1,000 〇 1,000

印刷製本費 〇 〇 〇 2,887,500 2,887,500

合計 17,272,954 86,805,599 90,167,342 8,413,000 202,658,895

、、顼度 平成12年度 平成13年度______ 平成14年度 平成15年度

種別 適い、456789101112123456789101112123456789101112123456789101112123

東の御番所

西の御番所 
発掘調査

参詣道

資料整理

設計•監理

建築工事

電気工事 

ガイダン 機械工事 
ス施設 機械工事

仮設工事

資料展示 

その他 

実施設計 

写真測量 
石牆修復

図化業務

修復工事

設計•監理 

東の御番 建築工事 
所復元 建築工事

設備工事

監理 
参詣道

整備工事

検討委員会 
その他

印刷製本

■

=

■
■

■

■

■

■■
■

■■
■

第
三
項
事
業
費(

円
)

第
四
項
玉
陵
史
跡
等
整
備
工
程
表
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第
一
項
事
業
に
至
る
経
過

玉
陵
は
去
る
沖
縄
戦
で
米
軍
の
集
中
砲
火
を
受
け
、
墓
室
、
石
牆
等
原
形
を
と
ど
め
ぬ
程 

の
被
災
を
被
っ
た
。
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
三
か
年
を
か
け
、

一
部
石
牆
の
修
復
を
行
っ
た
が 
、 

残
り
の
石
牆
や
墓
室
等
は
損
壊
し
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
九
年
か
ら
五
二
年
に 

か
け
て
、
本
格
的
な
復
原
修
理
工
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
長
年
の
風
雨
に
よ
る
劣
化
を
原
因
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
九
月
の
大
雨
に
よ
り 

南
西
側
石
牆
の
一
部
が
崩
落
し
た
。

そ
こ
で
那
覇
市
で
は
崩
落
し
た
部
分
の
調
査
を
行
い
、
被
害
拡
大
防
止
及
び
危
険
防
止
の 

た
め
の
応
急
措
置
を
行
い
、
今
後
の
石
牆
修
復
に
つ
い
て
各
方
面
へ
調
整
及
び
準
備
を
行
っ 

た
。
こ
う
し
て
玉
陵
の
石
牆
の
修
復
は
、
平
成
一
二
年
度
国
庫
補
助
事
業(

玉
陵
史
跡
等
活 

用
特
別
事
業)

と
し
て
認
め
ら
れ
、
平
成
一
二
年
一
二
月
に
着
手
さ
れ
た 
。

第
二
項
事
業
の
経
過

玉
陵
は
国
指
定
の
建
造
物
で
あ
り
、
そ
の
破
損
状
況
調
査
や
補
修
に
つ
い
て
は
慎
重
に
行 

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
で
あ
る
那
覇
市
は
、
工
事
実
施
の
た
め
の
設
計
図
書
の 

作
成
及
び
崩
落
状
況
の
写
真
測
量
、
記
録
保
存
の
た
め
の
図
化
業
務
を
株
式
会
社
琉
球
サ
ー 

ベ
イ
へ
の
委
託
に
よ
り
実
施
し
た
。

修
復
工
事
は
那
覇
市
の
直
轄
工
事
と
し
、
請
負
者
は
指
名
競
争
入
札
を
経
て
平
成
一
三
年 

三
月
ー
ー
ー
日
に
契
約
後
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
、
同
年
三
月
二
〇
日
に
全
て
の
工
事
を
終
了

し
た
。

総
事
業
費
』
九
、

五
七
、
〇
九
〇
円

な
お
、
工
事
の
際
は
で
き
る
限
り
既
存
の
石
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
不
足
分
に
つ
い
て

は
新
材
で
補
填
し
修
復
工
事
を
行
っ
た
。

㈱

琉
球
サ
ー
ベ
イ(

那
覇
市
久
米
一
ー
八
—
八
)

㈱

ガ
き
や
興
産(

那
覇
市
字
国
場
ー
ー
八
五
—
六
)

工 

期

』
平
成
ニ
ニ
年
三
月
ニ
ー
日
か
ら
平
成
一
三
年
三
月
二
〇
日
ま
で 

玉
陵
石
牆
実
施
設
計
業
務
委
託 

四
九
八 
、
七
五
〇
円 

玉
陵
写
真
測
量
業
務 

四
九
九 
、
五
九
〇
円 

石
牆
修
復
工
事 

七
、
五
六
〇
、
〇
〇
〇
円 

玉
陵
石
牆
図
化
業
務 

四
九
八
、
七
五
〇
円

ム 
ロ 

ー
H
I
 

九
、
〇
五
七
、
〇
九
〇
円

第
三
項
工
事
組
織

事
業
者

那

覇

市

市

長
 

翁

長

雄

志

教
育
長 

渡

久

地

政

吉

教
育
委
員
会
文
化
財
課

課

長 

金

武

正

紀

主
幹
兼
係
長 

古

塚

達

朗

主
任
技
師 

中

山

秀

施
工
関
係
者

実
施
設
計•

写
真
測
量 ㈱

琉
球
サ
ー
ベ
イ(

那
覇
市
久
米
一
—
八
—
八
)
 

代

表

下

川
 

満

石
牆
修
復
工
事

代

表

我

喜

屋

満

図
化
業
務

代

表

下

川
 

満
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2.石牆修復後
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6.石積設置(前面)

3.解体前検測(前面左側)

7.石積設置(背面)

8 .排水孔蓋石設置 4 •石積解体(背面)

9



石牆平面図

0123456m

石牆標準断面図

11-



こ
う
し
て
玉
陵
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
工
事
は
、
平
成
一
三
年
度
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
認
め 

ら
れ
、
同
年
九
月
に
着
手
さ
れ
た
。

第

一

節

事

業

の

概

要

と

経

過 

第
一
項
事
業
に
至
る
経
過

玉
陵
は
代
々
尚
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
四
年
、
尚
家
第
二
二
代
当
主
尚 

裕
氏
に
よ
り
那
覇
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
以
後
那
覇
市
に
お
い
て
管
理•

運
営
を
行
っ
て
い 

る
。尚

氏
所
有
時(

昭
和
六
〇
年
頃)

に
設
置
さ
れ
た
玉
陵
管
理
棟(

軽
量
鉄
骨
造)

は
、
譲 

渡
さ
れ
た
時
点
で
既
に
傷
み
が
激
し
く
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
や
雨
漏
り
等
が
あ
り
、
そ
の
都 

度
応
急
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
、
便
所
が
ー
カ
所(

男
女
兼
用)

し
か
な
い
た
め
慢
性 

的
な
不
便
を
か
こ
っ
て
お
り
、
特
に
団
体
見
学
等
、

一
度
に
大
勢
の
人
数
が
訪
れ
た
場
合
に 

は
対
応
が
で
き
な
い
た
め
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
な
か
っ
た 
。 

一
方
玉
陵
は
陵
墓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
観
を
臨
む
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
内
部
構
造 

等
に
つ
い
て
は
窺
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
に
は
我
が
国
で
唯
一
「洗
骨 
」 

を
行
う
と
い
う
特
殊
な
葬
法
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
他
界
観
に
基
づ
き
、
ど
の
よ 

う
な
手
順
で
、
ど
の
よ
う
に
葬
ら
れ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
、
説
明
板
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で 

対
応
し
て
き
た
が
、
十
分
に
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た 
。 

そ
こ
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
建
設
し
、
管
理
棟
の
老
朽
化
に
よ
る
日
常
的
な
雨
漏
り
や 

ト
イ
レ
不
足
に
よ
る
慢
性
的
な
不
便
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設 

け
て
、
写
真
パ
ネ
ル
や
墓
室
内
部
の
構
造
及
び
形
状
等
に
つ
い
て
の
模
型(

墓
室
石
牆
、
玉 

陵
碑
、
石
獅
子
、
厨
子
等)

を
展
示
し
、
本
県
に
お
け
る
葬
墓
制
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り 
、 

玉
陵
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
文
化
遺
産
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
関
係
方
面
へ
調
整
及 

び
準
備
を
行
っ
た
。

第
二
項
事
業
の
経
過

建
設
工
事
に
先
立
ち
、
所
有
者
で
あ
る
那
覇
市
は
基
本
設
計
案
を
作
成
す
る
た
め
、
平
成 

ー
二
年
二
月
よ
り
教
育
委
員
会
関
係
課
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
現
場 

調
査
等
を
ふ
ま
え
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て(

赤
瓦
屋
根)

案
と
、
管
理
部
門 

を
地
上
に
配
し
資
料
展
示
部
門
を
地
下
に
配
置
し
た
一
部
地
下
案
の
二
案
を
作
成
し
た 
。 

こ
の
基
本
設
計
案
を
同
年
八
月
の
那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
会
に
提
案
し
、
玉
陵
は
聖
域 

で
あ
り
文
化
遺
産
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
計
画
を
す
べ 

き
と
の
理
由
か
ら
、

一
部
地
下
案
の
採
用
が
決
定
さ
れ
た
。

同
年
一
〇
月
、
玉
陵
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
実
施
設
計
業
務
の
入
札
を
実
施
し
、
間
設
計
同
人 

G
A
N
 
(

赤
嶺
和
雄
代
表)

が
落
札
。
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
構
造
物
の
存
在
感
を
和 

ら
げ
る
た
め
に
地
下
化
を
図
り
、
ま
た
、
土
地
の
資
源
を
活
か
し
た
建
築
意
匠
を
取
り
入
れ 

る
等
の
工
夫
を
し
た
設
計
と
し
た
。
ま
た
、
当
該
地
域
は
首
里
金
城
地
区
都
市
形
成
景
観
地 

区
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
ー 

ー
月
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
計
画
が
那
覇
市
都
市
景
観
審 

議
会
に
付
議
さ
れ
、
同
意
を
得
た
。

さ
ら
に
、
建
設
予
定
地
が
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ダ
ン 

ス
施
設(

展
示
場)

等
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
用
途
上
建
築
基
準
法
第
四
八
条
第
一
項
に
適 

合
し
な
い
た
め
建
築
審
査
会
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
三
月
に
地
域 

住
民
へ
の
公
聴
会
を
実
施
し
、
そ
の
後
建
築
審
査
会
を
経
て
同
年
四
月
に
建
築
許
可
を
得
た 
。 

工
事
は
那
覇
市
の
直
轄
工
事
と
し
、
指
名
競
争
入
札
を
経
て
、
請
負
者
は
平
成
一
三
年
九 

月
六
日
に
着
手
、
平
成
一
四
年
二
月
一
五
日
に
全
て
の
工
事
を
完
了
し
た
。
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分 
の 
ボ 
リ 
ュ 
ー 
ム 
を 
必 
要 
最 
小 
限 
の 
面 
積 
と 
し 
、 
展 
示室等は地 

下 
階 に

面地在事 

』積 面積』地』 名』

2m 町施設 

ー 
ー—三築工 

二事

ー六〇覇陵 
八、市ガ 

・六三九四八首城里金スンイダ 

2m(

一
階
ー
ー三•

、地 

階 
一 
五 四• 

九 
三)

造築 

規・模面積ー 

鉄』ーー 

筋コー四 

ン・

リ二 
ート2m 

造(

上

階

下
一 階)

要壁・ 

1用途』 

階 -

他の 示室

段
室
、

ル
、ー 

ベレ〇七• 

ター六
一

2m

示 
ケ 
ー 
ス
倉庫

玉陵墓室模型

三
項
計
画
概
要

地
下
部
分
に
資
料
展
示
室
を
設
け
、
写
真
、
パ
ネ
ル
、
玉
陵
墓
室
内
部
の
模
型
を
展
示
し 
、 

玉
陵
及
び
そ
の
歴
史
、
沖
縄
に
お
け
る
葬
墓
制
度
等
文
化
的
背
景
を
紹
介
す
る 
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
一
部
琉
球
石
灰
岩
貼
り 

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設(

事
務
室
、
便
所
、
展
示
室)
 

事
務
室(

管
理
室)
 

二
九•

六
一 121
1
 
、 

便
所(

男•

女
・
身
障
者)

二
四•

〇
二 m
2
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工事他

四
項
工
事
組
織

覇那市業者

生実 

業( 

那 
覇 
市 
山 
下 
町 
ー 
ー 
二 五)

久長 

地雄 

政 
吉志

建 計•

工代監理 教

表

赤 技主課委員 教育市
囿

査 兼長 会長 長

雄

人GA 課
AN 大 古 金

(久 塚武
那覇 達正

市肇 朗紀

泊
ニ
ー
二
ハ
—
二)

イイイイイイ工 
ダダダダダダ期費 

ンスンススンンスンススン:八 
平二 施施施施施施成、 

設設設設設設一九 
新新新新新新三一 
築築築築築築年七 
工工工工工工九、 

事
( ( ( ( ( ( 月四

設気 )械築理計日
) )))

代

表

又

吉

江

美

子

電
気
工
事 

照
屋
電
気㈱
(

那
覇
市
首
里
石
嶺
町
三
—
三
ニ
ー
三)
 

代

表

照

屋

林

正

機
械
設
備
工
事®

東
海
空
調
サ
ー
ビ
ス(

那
覇
市
港
町
ー
ー
ー
四
—
四
)
 

代

表

名

嘉

清

治

仮
設
及
び
解
体 ㈱

沖
縄
カ
ネ
ヒ
ロ (

那
覇
市
泉
崎
ー
ー
ー
ー 
ー
ー 
ー
ー
ー)
 

代

表

廣

渡

勝

利

資
料
展
示 

尚
バ
グ
ハ
ウ
ス(

宜
野
湾
市
嘉
数
一
—

ニ
ー
—

一四)
 

代

表

三

嶋

啓

二

資
料
展
示 

資
料
展
示
ケ
ー
ス 

ス
ロ
ー
プ
工
事 

合

計

ら
平
成
一
四
年
二
月
一
五
日
ま
で 

業
務 

二
、
四
六
七
、
五
〇
〇
円 

業
務 

二
、
三
六
二
、
五
〇
〇
円 

五
四
、
三
九
〇
、
〇
〇
〇
円 

七
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

ー
ー
ー
、
二
八
五
、
〇
〇
〇
円 

び
解
体)
 

ー
、
二
八
一
、
〇
〇
〇
円 

二
、

ー
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

四
〇
九
、
五
〇
〇
円 

二
七
一
、
九
五
〇
円 

八
二
、
九
一
七
、
四
五
〇
円
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1.正面入り口

2,地階展示室
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6.地階ドライエリア

7.管理室 4.1階ホール(南側より)

8•展示室 5.1階ホール(西側より)
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地階平面図
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東側立面図

1 1」-7
ZZZ—

断面図
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3
、•

• へ• A ー m

お

参詣

同調のや伐さにグ 
様査古園採ておリ 

で
進 片資 よ 遺るド 

るめと材び構グはH 
。た思、剪 
上以地。しき辺周を定が広ドッ—

か りも95
と 作の石ら儀でこい 

業樹等持な

と

影、散た。拡るな る( 

第1 

図 
の 
右 
下 
隅 
の 
方 
眼 枠)

い 
査にうこ

に

響あ在と他大。 
をるしみ方す 
及いてら、る 
ぼはおれこに 
さ発りるれつ 
な掘、産られ 
い こ業にて
よ れ廃混、
う用ら棄じ調 
に も物っ査
と 併、
の配土置てせさらめ溜内に 

慮場除に置お

、らか基ついて なしが去 石陵は玉 れ土た る樹木

合
わ
さ
る
こ
と
で
ー
ー m
x
 
m

ー

の
正
方
形
を
形
成
す
る
。
各
グ
リ
ッ
ド
の
名
称
は
、
そ
れ
ぞ 

れ
北
東
隅
の
交
点
の
名
称
で
呼
ん
だ
。
例
え
ば
御
番
所
の
発
掘
区
で
最
も
北
東
側
に
位
置
す

て
遺
構
と
思
わ
れ
る
石
敷
き
の
面
が
露
出
し
た
。
こ
れ
の
性
格
と
広
が
り
を
掴
む
た
め
、
周

囲
に
掘
り
広
げ
る
と
と
も
に
土
層
の
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
石
敷
き
は
丁
寧
に
加
工

し
た
琉
球
石
灰
岩
に
よ
る
切
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
敷
き
方
も
均
一
で
縁
の
石
列
は
直
線

的
な
規
則
性
を
持
っ
て
い
る
点
、
そ
の
広
が
り
も
試
掘
ト
レ
ン
チ
の
範
囲
を
超
え
て
南
北
に

延
び
、
中
途
で
西
側
に
折
れ
曲
が
り
延
び
る
点
等
、
建
物
に
関
連
す
る
施
設
の
様
相
を
呈
し

て
お
り
、
戦
後
の
攪
乱
の
及
ん
で
い
な
い
こ
と
も
分
か
っ
た(

後
に
判
明
し
た
基
壇
の
一
部)
 

。

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
往
時
の
建
物
、
つ
ま
り
調
査
の
目
的
で
あ
る
御
番
所
に
伴
う
遺
構
と

判
断
。
御
番
所
の
位
置
と
さ
ら
に
そ
の
遺
構
が
比
較
的
良
好
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
面
的
な
発
掘
調
査
へ
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

試
掘
で
判
明
し
た
遺
構
を
中
心
と
し
て
調
査
区
全
域
を
対
象
に
グ
リ
ッ
ド
設
定
を
行
っ
た 
。 

ほ
ぼ
東
西
に
直
線
に
ー m
ー
間
隔
で
平
行
す
る
ラ
イ
ン
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
同
じ
く
ほ
ぼ
南

第
五
章
発
掘
調
査

整
備
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
、
事
業
初
年
度
に
東
西
御
番
所
、
翌
年
度
に
参
詣
道
の
発
掘 

調
査
を
実
施
し
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
順
に
概
要
を
記
す 
。 

な
お
、
東
西
御
番
所
の
う
ち
、
調
査
の
メ
イ
ン
は
東
の
御
番
所
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て 
、 

本
文
で
は(

図
面
・
写
真
と
も)

、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
「
御
番
所
」
と
し
た
も
の
は 

「東
の
御
番
所
」
を
指
し
て
い
る
。

第

一

節

調

査

経

過

第
一
次
調
査
と
し
て
平
成
ー
ー
ー
年
九
月
か
ら
平
成
ニ
ニ
年
一
月
に
か
け
て
御
番
所
の
発
掘

調
査
を
、
同
年
一
〇
月
か
ら
ー
ー
月
ま
で
第
二
次
調
査
と
し
て
参
詣
道
の
発
掘
調
査
を
実
施 

し
た
。

第
一
項
東
の
御
番
所

調
査
で
は
、
事
前
の
聞
き
取
り
調
査
や
古
写
真
等
を
参
考
に
、
建
物
の
あ
っ
た
と
目
さ
れ 

る
場
所
で
の
試
掘
調
査
か
ら
実
施
し
た
。
こ
こ
玉
陵
東
方
一
帯
は
一
般
の
見
学
コ
ー
ス
か
ら 

も
外
れ
た
場
所
で
、
ホ
ウ
オ
ウ
ボ
ク•

ガ
ジ
ュ
マ
ル
・
デ
ィ
ゴ
等
の
巨
木
、
ま
た
こ
れ
ら
を 

取
り
巻
く
よ
う
に
ク
ロ
ト
ン•

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
等
低
木
の
植
え
込
み
が
繁
茂
し
て
お
り
、
隣 

接
す
る
首
里
城
公
園
管
理
セ
ン
タ
—
と
の
目
隠
し
の
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
戦
前
の
荘
厳
な 

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
管
理
用
通
路
の
下
草
や
低
木
の
剪
定
が
な
さ
れ
る
の 

み
で
あ
っ
た(

図 1
版 
1

の )

。

調
査
で
は
な
る
べ
く
こ
れ
ら
樹
木
の
影
響
を
受
け
な
い
と
思
わ
れ
る
場
所
を
任
意
に
選
定 
、 

ト
レ
ン
チ
を
設
け
掘
削
を
開
始
し
た
。
ト
レ
ン
チ
内
で
は
ま
ず
現
地
表
下
約
一
〇 cm

に
お
い

-27 -



等
の
重
機
の
使
用
は
最
小
限
に
抑
え
た
。

確
認
さ
れ
た
遺
構
や
遺
物
は
そ
の
都
度
、
必
要
に
応
じ
て
写
真
撮
影
及
び
実
測
を
行
っ
た 
。 

掘
り
方
終
了
後
、
全
体
の
写
真
撮
影
及
び
実
測
作
業
を
行
い
調
査
を
完
了
し
た 
。 

以
上
、
発
掘
調
査
の
過
程
で
明
瞭
に
残
る
遺
構
が
判
明
し
た
。
全
体
的
に
み
る
と
、
基
壇 

お
よ
び
石
敷
き
等
は
概
ね
残
り
、
建
物
の
具
体
的
な
範
囲
が
分
か
っ
た
。
ま
た
部
分
的
に
で 

は
あ
る
が
礎
石
の
発
見
は
建
物
の
配
置
を
窺
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
一
方
で
攪
乱
を
受
け 

た
箇
所
も
多
か
っ
た
。
参
詣
道
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
二
箇
所
の
大
き
な
窪
み
は
爆
弾
の
炸 

裂
に
よ
る
抉
れ
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
遺
構
に
直
接
刻
ま
れ
た
戦
争
の
痕
跡
で
あ
り 
、 

い
わ
ば
戦
災
に
よ
る
直
接
の
被
害
を
示
す
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う 
。 

さ
ら
に
戦
後
の
掘
削
や
客
土
に
よ
る
攪
乱
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
い 

た
る
所
で
植
樹
さ
れ
た
樹
木
の
根
が
張
っ
て
石
積
み
や
土
層
を
壊
し
て
い
る
状
況
や
、
樹
木 

の
養
生
の
た
め
の
客
土
、
散
水
の
た
め
の
水
道
管
や
セ
メ
ン
ト
製
の
溜
井
等
も
確
認
さ
れ
て 

い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
造
成
す
る
際
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
重
機
に
よ
る
バ
ケ
ッ
ト
の
掘
削 

跡
や
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
痕
跡
も
見
ら
れ
た
。
特
に
建
物
跡
北
西
側
や
参
詣
道
西
側
等
で
は
こ
の 

掘
削
が
地
山
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
従
っ
て
基
壇
上
面
建
物
跡
の
遺
構
の
殆
ど
は
勿
論
、
御 

番
所
造
営
以
前
の
堆
積
土
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第

二

節

層

序

調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
層
序
に
つ
い
て
触
れ
る
。
先
述
の
と
お
り
建
物
消
失
以
降
の 

大
き
な
改
変
が
あ
っ
た
事
が
土
層
の
観
察
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
複
雑
な
堆 

積
を
み
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
次
の
三
つ
の
層
準
に
絞
つ 

て
記
述
す
る
。

①

戦
後
の
造
成
層
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( 
び東あで基のり合全はまり島尻石灰壇( 

側り壇わ体をマ 巻 
では南、石縁せの的にす有ジー切の図首

) この隅西立はめた南東る。上で石版3 

基
の か はき第
石 ら 詰1 

の敷きらべ、基 ら北西周平場し平削め詰ら〜5 

側面(れ壇側辺て れ図 

に一天端いては北僅へに部平場てい図、 

)
低段は)る。及側にか石切としる。版 7

• く玉基び を、 •
な陵壇西斜配側序1)7 
る石の側 し部の)
か牆東でててを項 

ちたでし接に玉は軸段差がるが(と基壇整土りれ触で 

、同いて陵玉強く最して形整とた 

様 石な大いすお 
な敷石他。面牆北っおて〇約六。地ることる、発り 

き、とりcm) 山で 掘

、

戦
災
に
よ
る
建
物
倒
壊
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
表
土
を
含
む
堆
積
層
の
一
群
で
あ
る 
。

遺
構
全
体
を
覆
っ
て
お
り
、
局
部
的
な
広
が
り
を
持
つ
多
様
な
層
が
認
め
ら
れ
る
が
、
層
準

は
後
述
の②

の
上
位
に
あ
っ
て
、
切
り
合
い
関
係
か
ら
後
世
の
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
ゴ
砂
利

層
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
層
等
の
客
土
層
、
倒
壊
し
た
建
物
の
瓦
を
多
量
に
含
ん
だ
瓦
溜
ま
り
の

層
、
茶
褐
色
の
混
礫
土
層
等
の
攪
乱
層
が
あ
る
。
概
ね
造
園
に
係
る
造
成
土
と
判
断
さ
れ
る 
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
旧
の
遺
物
を
含
ん
で
お
り
、
従
っ
て
こ
こ
で
は
戦
後
の
造
成
層
と
し 

て
ま
と
め
た
。
層
厚
は
二
〇 cm

〜 
ー•
 

〇
m

の
厚
み
を
持
つ
。

②
 

御
番
所
造
営
時
の
整
地
層

御
番
所
を
造
営
す
る
際
に
造
成
さ
れ
た
土
層
で
あ
る
。
赤
土
と
黒
色
土
の
混
じ
っ
た
土
層 

で
、
後
記③

に
似
る
が
若
干
し
ま
り
は
悪
い
。
そ
の
層
の
上
に
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
状
の
石
灰
岩 

の
細
か
い
粒
子
の
層
が
乗
っ
て
お
り
、
建
物
創
建
後
の
地
表
を
成
し
た
面
と
み
ら
れ
る
。

③
 

御
番
所
造
営
以
前
の
層

基
壇
内
東
南
側
に
僅
か
に
残
る
。
礎
石
の
下
を
潜
る
よ
う
に
地
山
直
上
に
薄
く
堆
積
す
る 
。

層
自
体
は
礎
石
で
切
ら
れ
る
。
基
本
的
に
黒
色
を
帯
び
た
土
層
だ
が
、
赤
土
の
小
塊
を
含
む 
。

2

号
集
石
土
坑
確
認
面
に
薄
く
広
が
っ
て
お
り
、
土
坑
内
部
の
深
く
落
ち
込
ん
だ
箇
所
で
は 

礫
を
多
量
に
含
ん
だ
暗
褐
色
の
層
相
と
な
る
。
青
磁
や
白
磁
等
の
輸
入
陶
磁
器
や
灰
色
瓦 
、 

極
く
僅
か
だ
が
土
器
も
出
土
す
る
層
で
あ
る
。

④

地
山

橙
褐
色
な
い
し
赤
褐
色
の
色
調
を
帯
び
た
琉
球
石
灰
岩
の
風
化
土
、
地
山
で
あ
る
。
遺
跡 

の
基
盤
を
な
し
て
お
り
、
基
壇
も
こ
れ
を
切
土
造
成
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
参
詣
道
西
側
か 

ら
緩
や
か
に
高
く
な
り
、
基
壇
南
東
側
に
お
い
て
最
も
高
く
な
る
。

①

な
お
、
今
回
の
調
査
で
玉
陵
の
少
な
く
と
も
御
番
所
に
隣
接
す
る
石
牆
は
こ
の
地
山
か
ら

直
に
積
み
上
げ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。

第

三

節

遺

構
 

第
一

版
8
 
2

の 

、9 
1

の )

。
残
り
は
あ
ま
り
良
く
な
い
が
、
東
側
の
そ
れ
の
天
端
は
揃
っ
て
お

り
、

一
見
階
段
の
よ
う
で
も
あ
る
。
後
述
の
踏
石
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
建
物
へ
の
出
入 

り
口
、
つ
ま
り
玄
関
に
相
当
す
る
施
設
で
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
北
東
隅
や
南
西
側 1
の 

号
石
組
遺
構
周
辺
で
は
一
部
欠
失
し 

て
い
る
も
の
の
、
周
り
の
ほ
ぼ
全
域
を
取
り
巻
い
て
い
る
こ
と
で
建
物
の
輪
郭
が
概
ね
窺
い 

知
れ
る
。
全
体
で
み
る
と
、
北
側
に
お
い
て
は
基
壇
と
石
敷
き
共
に
ほ
ぼ
直
線
的
に
東
西
に 

延
び
、
ま
た
東
側
お
よ
び
西
側
で
も
北
側
の
そ
れ
に
直
交
し
て
南
北
に
延
び
て
い
る
。

一
方 
、 

南
側
で
は
や
や
複
雑
に
折
れ
曲
が
り
な
が
ら
延
び
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

地
山

干
の

の
も

そ
の

そ
こ

ぼ
平

側
お

面
が
平
行
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

基
壇
北
側
ラ
イ
ン
上
途
中
で
、
基
壇
石
列
外
側
へ
の
突
出
部
が
二
箇
所
確
認
さ
れ
た(

図
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③
 

踏
石(

第
4

図
、
図
版8
 
2

の)
 

基
壇
北
側
ラ
イ
ン
、
先
の
玄
関
下
の
基
壇
突
出
部
の
外
側
の
石
敷
き
面
に
隣
接
し
て
、 
三 

枚
の
切
り
石
が
並
べ
置
か
れ
た
よ
う
に
出
土
し
た
。
琉
球
石
灰
岩
と
は
石
質
の
異
な
る
石
で 
、 

い
ず
れ
も
面
取
り
を
施
し
た
平
板
で
あ
る
が
、
特
に
西
側
の
そ
れ
は
端
正
な
平
滑
面
を
持
つ 

た
長
方
形
と
な
っ
て
い
る
。
何
れ
の
石
も
厚
み
は
丁
度
石
敷
き
の
天
端
と
同
じ
高
さ
に
な
つ 

て
お
り
、
玄
関
へ
上
が
る
踏
石
と
み
ら
れ
る
。
踏
石
の
周
囲
に
は
拳
大
の
礫
が
敷
き
詰
め
ら 

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
は
け
の
悪
さ
を
補
う
た
め
の
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。

④
 
1

号
石
組
遺
構(

第
3
 •
 9

図
、
図
版 14
)

地
山
を
掘
り
窪
め
、
内
面
を
切
石
組
み
で
囲
っ
た
遺
構
で
あ
る
。
平
面
観
に
お
い
て
東
西 

に
や
や
長
い
方
形
だ
が
、
北
側
内
側
面
に
段
差
を
有
す
る
こ
と
で L
略 

字
状
と
な
る
。
底
面 

も
石
が
敷
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
形
状
か
ら
便
所
と
判
断
し
た
。
周
辺
に
基
壇
等
の
建
物
遺
構 

は
無
く
、
建
物
と
の
具
体
的
な
位
置
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
石
組
み
の
東
半

分
は
汲
み
取
り
口
と
し
て
建
物
壁
か
ら
外
部
に
張
り
出
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 
。 

ち
な
み
に
後
述
の
金
武
氏
直
筆
に
よ
る
西
の
御
番
所
に
お
け
る
建
物
内
部
の
ス
ケ
ッ
チ 

(

詳
細
は
第
六
章
第
二
節
第
二
項
参
照)

に
は
、
便
所
の
位
置
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
や 

は
り
こ
れ
を
反
転
し
た
場
合
の
便
所
の
位
置
と
本
遺
構
の
そ
れ
と
は
一
致
す
る
。

⑤
 
2

号
石
組
遺
構(

第
5
 -
 9

図
、
図
版 12
2

の

、
同 13

・14)
 

建
物
跡(

基
壇
・
敷
石)

南
側
に
張
り
出
し
た
石
敷
き
面
と
そ
れ
に
付
随
す
る
石
組
遺
構 

か
ら
な
る
。
こ
こ
で
の
石
敷
き
面
は
、
基
壇
石
敷
き
に
用
い
ら
れ
た
切
石
に
比
べ
る
と
や
や 

加
工
の
粗
い
い
わ
ば
粗
面
を
残
し
た
石
で
、
敷
き
方
も
粗
雑
で
あ
る
。
遺
構
と
し
て
の
残
り 

も
悪
く
判
然
と
し
な
い
面
も
あ
る
。

2

号
石
組
遺
構
は
、
こ
の
石
敷
き
面
の
西
側
に
近
接
す
る
。
や
は
り
切
石
で
組
ま
れ
て
お 

り
、
先
の1

号
石
組
遺
構
に
や
や
似
る
が
、
平
面
観
は
段
差
の
無
い
長
方
形
を
呈
す
る
点
や 

切
石
の
加
工
が
粗
く
積
み
方
も
雑
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
石
組
内
で
は
、
大
型
の
鉢 

が
据
え
置
か
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
が
、
器
内
か
ら
比
較
的
多
量
の
動
物
遺
存
体(

骨
)
 

が 

検
出
さ
れ
て
い
る(

魚
類
三
一
九
点
、
ニ
ワ
ト
リ
六
二
占
い
、
ネ
ズ
ミ
ー
ニ
占
い
、
イ
ノ
シ
シ
属 

七
占
〔、
ヤ
ギ
ー
点)

。
こ
れ
ら
は
状
況
か
ら
み
て
、
概
ね
食
用
に
供
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り 

こ
の
鉢
は
食
物
残
滓
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 
。 

本
遺
構
は
建
物
後
方
に
位
置
し
て
お
り
、
い
わ
ば
人
目
に
付
き
に
く
い
場
所
だ
っ
た
と
考 

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
再
び
金
武
氏
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
建
物
奥
は
台
所
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら 

に
そ
こ
を
抜
け
た
軒
先
に
は
洗
い
場
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
石
敷
き
面
と 

2

号
石
組
み
遺
構
は
、
洗
い
場
と
水
溜(

ミ
ン
タ
ナ)

も
し
く
は
ゴ
ミ
溜(

シ
ー
リ)

と
し 

て
の
機
能
を
有
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
 
1
 
号
集
石
土
坑(

第
4

図
、
図
版 10
)
 

基
壇
北
側
の
石
列
突
出
部
後
方
に
位
置
す
る
、
地
山
を
円
錐
状
に
掘
り
込
ん
だ
土
坑
で
あ
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有水 
し溝御1 
てが番 
お真所号 
りつ西排 

、玉直ぐ側基水 
溝 陵横壇( 

石断と第2 
牆し参• 
の脇参、道詣• 3 

に詣を図 

蓋は側北道切区図、 

が石側とへるか版 

残との 
る回よ 
。りう 
ま込に 
たむ玉 
基。陵 
壇と水石 
と部路側のか下部牆 

はら 
石基、 
の壇石 

には一部 共との石 みの組排

も部含 ⑧

もら。数ピ 
あはそ六ツ 

ト た代ほ本群 
。以との( 
再降んピ第2 
三のどッ2 

べ述物遺基はがト〜 5 
たの本確• 
と検的認10

2)4

②
陵い参2 
正ら 
面れ道号 
通を石るっ沿に水排 

、り大はそって溝( 

西側くきのそ北第11 

へか北図11 
とつ側、 
延長を図 
びく走版 
て、る 

い側石の23 
く溝組2 
。のみ 
中途サイの側 

で3ズも溝で

排きる 
水溝い。。他 

と接先の1の1 

続1 号 

す号 3• 
る排

水らか溝 に比べ号

⑦

• と 土の。1•7 
な層遺17 
るの物号図 
以下は集、 
前部み石図 
、にらと版 
か位れ同11 
つ置な様・11 
てしかの12 
天界てっ形の1 

おた態1) 
り。を 

境、遺な 
内想構す 
で定確。 

っあれさ認多量 

頃た建る面はの礫

「 の遺物御と 
創番灰 
建所色 

との造瓦 
考 時 営 片

らにの含 2 
れ先整ん壇 
た行地で内号 
。す層お東集

る」り側石 
。と、に土 
玉目近位坑 
陵さ世置( 
敷れ以す第5

蓋
石
を
兼
ね
た
で
あ
ろ
う
踏
石
を
据
え
受
け
る
た
め
の
抉
り
が
み
ら
れ
る
。

図
)

れ
た
。
こ
こ
で
は
礎
石
の
抜
き
痕
と
思
わ
れ
る
も
の
も

隣
接
す
る
天
界
寺
に
関
わ
る
遺
構
と
思
わ
れ
る
が
、
内

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
後
世
の
時
期
の
可
能
性
の
あ
る

り
、
御
番
所
の
造
営
や
戦
後
の
改
変
が
著
し
く
、
全
て 

の
時
期
を
押
え
る
こ
と
は
困
難
で
、
そ
の
性
格
や
建
物
遺
構
と
し
て
の
プ
ラ
ン
を
押
え
る
こ 

と
も
出
来
な
か
っ
た
。

第
二
項
参
詣
道

①
 

参
詣
道(

第 11

図
、
図
版 18

・19

・24)

御
番
所
と
同
じ
く
基
盤
の
島
尻
マ
ー
ジ
上
に
作
出
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
。
戦
前
の
古
写
真 

を
参
考
に
遺
構
の
残
存
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
調
査
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
残
り
は
悪
い 
。 

特
に
西
側
に
お
い
て
は
現
表
土
を
剥
が
し
た
時
点
で
地
山
の
露
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
往 

時
の
参
道
の
様
子
を
窺
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
戦
中
の
攪
乱
も
著
し
く
、
西
側
に
お
い 

て
確
認
さ
れ
た
二
箇
所
の
大
き
な
土
坑
か
ら
は
戦
後
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
瓦
礫
さ
ら
に
砕
け
た 

岩
に
混
じ
っ
て
、
炸
裂
し
た
砲
弾
の
破
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
爆
発
に
よ
っ
て 

抉
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。

比
較
的
残
り
の
良
い
と
思
わ
れ
る
東
側
に
つ
い
て
は
、
小
礫
を
敷
き
詰
め
、
さ
ら
に
そ
の 

上
に
石
灰
岩
の
細
か
い
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
を
被
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
一
部
で
確
認
さ
れ
た
。
戦 

前
の
写
真
に
よ
れ
ば
、
参
詣
道
上
面
の
レ
ベ
ル 2
は 

号
排
水
溝
縁
石
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
く 

な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
面
は
当
時
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
と
思
わ 

れ
、
か
か
る
状
況
は
当
時
の
状
況
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
側
の
基
壇
側 1
の 

号
排
水
溝
か
ら
後
述 3
の 

号
排
水
溝
ま
で
の
長
さ
は
約
三 m
九 o

間 

ロ(

幅
)

は
御
番
所
側
で
約
三m

。
西 3
側 

号
排
水
溝
付
近
で
約
四•

七
m

を
測
る
。
こ
の 

よ
う
に
西
側
に
対
し
て
東
側
で
間
口
が
若
干
狭
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
参
詣
の
際
に
訪
れ
た 

者
に
空
間
的
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
、
い
わ
ば
視
覚
的
な
錯
覚
を
狙
っ
た
も
の 

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

る
。
内
部
に
は
拳
大
程
の
礫
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。
ま
た
僅
か
に
灰
色
の
瓦
片
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
遺
構
確
認
面
は
戦
後
の
攪
乱
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
所
属
時
期
は
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
形
状
等 2
に 

号
集
石
土
坑
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
同
じ
時
期
の
可
能
性
が
あ

る
。
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・あ 

徳 
利•碗 
酒・ 

注•小碗 
水• 

・注皿• 

セキ鉢• 

ル急 

の出須• 

火が 入・

⑧
ら れ釘

1

〜6)

。錢の属 

出製 土品( 

をが目第1•5 

いた引図161 

。御〜6 

番所、 

物建図版 

建材・31 

装やの321 

飾に使 

用 
さ 
れ 
た 
も 
の 
と 
考 え

⑦ ⑥

2•9

3)0
ラヤ
図

チ
)

2)8

されたい多が焼屋縄 

標。産産 
品何の無 
でれ無釉 

あも釉陶 
る(日陶器器( 

図用(第 

版13で雑器ヤアラ図14 
の1

)る)

。。同で 同あ 

図5る。 
に壺 

し示た屋焼の施 

鉢は2釉に 

遺号内石構組振と大比るべ 

検で りな

紹介 
屋 で縄 
焼産

陶 
れ軟た質土 

質の器図( 

陶版 

器 
で ある 

。壺 

屋で 

は 
ア 
カ 
ム 
ン 
と 
称 
さ 
れ 
る 
。 
写真のみ

⑪ ⑩

麗 
系 瓦( 

第

17図1

• 2

、 
図 
版

33の1

• 2
2)

の小極と小品製スラ( 

玉第 

が得ら図169 

れ。た〜11 

後、 

は者2図版32 

集号の9 
石〜 

土坑1)1 

か 
ら 
の 
検 
出 
で 
あ る

④ の(壺 

同形中 

図5資料国 
)が産 

あが得ら褐釉陶 

るれ器 
。た( 

。第 

頸の細図134 

い薄〜7 

手、 

もの図版26 

の同(の4 

4 〜7 

) 7)

と 

頸 

の 
短 い厚手のも

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
写
真
の
み
を
掲
載
す
る
。

③
 
3

号
排
水
溝(

第 1

図
、
図
版 1

・2

・31
の)
 

号

排

水

溝

第 1

図
、
図
版 2

・2

・2

の 

玉
陵
か
ら
参
詣
道
を
横
断
す
る
排
水
溝
で
、
丁
度1

号
排
水
溝
と
平
行
に
走
る
。
調
査
地 

区
の
最
も
西
側
を
走
る
。

第

四

節

出

土

遺

物

自
然
遺
物
を
も
含
め
て
総
数
三
三
、
七
六
四
点
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
内
訳
は 1
第 

表
の 

と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
工
遺
物
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
簡
記
す
る
。

①
 

中
国
産
青
磁(

第 12

図
、
図
版 25
)

数
量
的
に
は
思
い
の
外
多
量
に
出
土
し
た
。
器
種
に
つ
い
て
も
碗•

皿•

盤•

瓶•

酒
会 

壺
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
た
だ
し
何
れ
も
小
片
で
あ
る
。
概
ね
ー
四
世
紀
後
半
〜
ー 

六
世
紀
頃
の
も
の
で
、
集
石
土
坑
や
御
番
所
整
地
層
か
ら
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
出
土
を
み
た 
。 

こ
れ
ら
は
当
地
が
天
界
寺
境
内
で
あ
っ
た
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
 

中
国
産
白
磁(

第 13

図
1
 •
 2

、
図
版 26
1

の •
 2)
 

碗•

皿•

瓶
等
の
器
種
が
あ
る
。

③
 

タ
イ
産
半
練
土
器(

第 13

図3

、
図
版 26
3

の)
 

身
と
蓋
か
ら
な
る
壺
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
残
り
の
良
い
蓋
の
み
を
図
示
し
た
。

⑨
 

骨
製
品(

第 16

図
7
 •
 8

、
図
版 317
の •
 8
)
 

細
い
針
状
の
標
品
が
得
ら
れ
て
い
る
。
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的⑬

ロ ィ あるられ明朝 

土出二つ芯花。こた資系 
のつのをこ料瓦( 

多数芯花取りでもうちの平軒) 

を占か巻文様ちの() 

めるら棘花くらか型典第

状 弁 18 。のを二例図18

れ
る
瓦
の
一
群
で
あ
る
。
典
型
的
な
軒
丸
瓦
を
こ
こ
に
掲
げ
た
。
焼
成
や
色
調
の
ち
が
い
で 
、 

還
元
焼
成
炎
に
よ
る
灰
色
な
い
し
褐
色
の
も
の
、
酸
化
焼
成
炎
に
よ
る
橙
色
の
も
の
が
あ
る 

が
、
前
者
は
僅
少
で
大
多
数
が
後
者
に
属
す
る
。

こ
こ
で
は
瓦
当
の
文
様
か
ら
分
類
し
た
。

イ
花
芯
か
ら
花
弁
が
生
み
出
さ
れ
る
も
の(

同
図3
 
6
〜 )

。
花
弁
は
長
く
、
立
ち

上
が
る
。
出
土
量
は
少
な
い
。 

口
花
芯
を
幅
広
の
花
弁
が
取
り
巻
く
も
の(

同
図7
 •
 8
)

。
量
的
に
多
い
。

、
図
版34
)

を
掲
げ
た
。
酸
化
焼
成
炎
に
よ
る
橙
色
の
も
の
が
圧
倒 

種
に
分
類
し
た
。

持
つ
も
の(

同
図1
)

。
出
土
は
極
少
な
い 
。

葉
脈
を
持
っ
た
葉
が
広
が
る
も
の(

同 2
図 
7
〜 )
 

。

軒
丸•

軒
平
両
者
と
も
量
的
に
ロ
の
グ
ル
ー
プ
の
出
土
が
優
勢
で
あ
る
、
ま
た
こ
の
グ
ル
ー 

プ
に
は
漆
喰
の
付
着
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
該
グ
ル
ー
プ
の
瓦
が
戦 

前
の
御
番
所
の
屋
根
を
飾
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
イ
・ 

ロ
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
も
ー
八
世
紀
以
降
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お()

り 
註
、
記
録
に
残
る
建
物
の 

創
建
年
代
と
矛
盾
し
な
い
。

高
麗
系
の
屋
瓦
片
で
あ
る
。
平
の
み
の
小
片
で
あ
る
。
図
示
し
た
標
品
は
灰
色
を
帯
び
た 

平
瓦
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
凹
面
に
細
か
な
糸
切
り
痕
を
残
す
同 1
図 

は
格
子
文
と
羽
状
文
が 
、 

同 2
図 

は
羽
状
文
が
み
ら
れ
る
。

第

五

節

西

の

御

番

所

に

つ

い

て

東
の
御
番
所
の
発
掘
調
査
に
先
立
っ
て
、
西
の
御
番
所
の
遺
構
確
認
の
調
査
を
実
施
し
た 
。 

現
在
舗
装
さ
れ
て
い
る
参
詣
路
沿
い
南
側
、
つ
ま
り
玉
陵
西
隣
に
は
か
っ
て
西
の
御
番
所
が 

あ
っ
た
と
い
う
。
調
査
の
結
果
、
こ
の
場
所
は
す
で
に
地
山
そ
の
も
の
が
削
平
さ
れ
て
お
り 
、 

僅
か
に
西
側(

現
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
側)

に
西
面
す
る
長
さ
五•

五
m

程
の
切
石
に
よ
る
石 

積
が
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
基
壇
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
天
端
は
残
っ
て
お 

ら
ず
、
残
存
す
る
石
積
そ
の
も
の
も
か
な
り
崩
落
し
破
損
が
著
し
い
。
他
に
東
側
で
は
石
列 

を
確
認
し
た
。
全
体
に
残
り
は
極
め
て
悪
い
。
と
り
あ
え
ず
、
現
況
の
写
真
撮
影
と
実
測
図 

の
作
成
を
行
い
埋
め
戻
し
た
。

第

六

節

付

記

本
事
業
に
お
け
る
発
掘
調
査•

資
料
整
理
な
ら
び
に
報
告
書
作
成
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー 

を
こ
こ
に
記
し
謝
意
を
表
す
。

平
成
一
ニ
年
度

(
 
発
掘
調
査
作
業
員)

仲
里
志
麻
子 

具
志
尚
樹 

長
堂
吉
洋
神
谷
三
善 

城
間
常
敏 

瀬
底
ふ
よ
子 

大
城
洋
子 

崎
濱
ス
エ
子 

松
本
朝
子 

神
谷
ナ
オ
ミ 

玉
寄
み
つ
え

(
 
資
料
整
理
員)

国
吉
真
由
美
富
島
靖
子
阿
部
直
子
鈴
木
萌
子 

野
村
知
子
山
城
ち
さ
子 

浦
添
季
枝
玉
城
利
江
子
桃
原
佐
恵
美

平
成
ニ
ニ
年
度

(
 
発
掘
調
査
作
業
員)

-33 -



壺屋焼施釉 
陶器

壺屋焼無釉 
陶器

喜名焼 湧田焼 蔵骨器 陶質土器 青磁 白磁 中国産染付 褐釉陶器

3,799 1,610 28 28 85 2,037 901 163 623 612

三彩 緑釉 黒釉陶器
産地不明 
陶器

中国産泥釉 
陶器

タイ産染付 外国産陶器 外国産磁器 外国産色絵
タイ産半練 
土器

7 7 3 61 6 3 6 22 17 5

本土産陶器
本上産磁器 
クロム青磁

本土産磁器 
筆描き

本土産磁器 
型刷

本土産磁器 
その他

産地・器種 
不明磁器

明朝系瓦 高麗系瓦 磚 磚状瓦

306 85 151 383 784 43 16,551 9 1,322 6

瓦質土器 上器 グスク土器 銭貨 金属製品 上製品 石製品 石材 骨製品 貝製品

13 28 4 49 902 2 22 52 7 3

貝加工品 円盤状製品 ガラス製品 現代遺物
貝類遺殻 動物遺骸

自然遺物

石 ウニの棘 植物遺存体 炭化物

9 254 103 355 227 1,581 437 3 6 47

総合計

33,764

松

本

朝

子

喜

納

麻

子

嘉

数

す

み

子

金

城

洋

志

上

地

末

子

澤K

永
子 

玉
寄
賢
徳
原
和
典

(
 
資
料
整
理
員)

仲
井
真
美
佐
枝
比
嘉
美
和
子
軽
石
美
茶
子
真
栄
田
章
子
伊
計
め
ぐ
み 

並
里
忍
譜
久
里
昌
代

平
成
一
四
年
度

(
 
資
料
整
理
員)

山
城
直
子
比
嘉
美
和
子
軽
石
美
茶
子

調
査
・
資
料
整
理
協
力
者

仲

宗

根

啓

當

銘

由

嗣

樋

口

麻

子

栗

山

初

美

比

嘉

君

子

比

嘉

美

和

子 

軽
石
美
茶
子
山
里
千
春
島
袋
利
恵
子
譜
久
里
昌
代
大
城
真
由
美 

慶

田

秀

美

親

泊

育

子

髙

良

夏

枝

新

垣

美

奈

子

上

原

章

子

大

城

亜

姫

代 

田

本

里

美

森

田

早

苗

伊

集

尚

子

伊

良

波

智

子
運

天

美

和

子

吉

嶺

末

子 

金
城
礼
子 

山
下
真
利
子 

喜
瀬
リ
サ 

平
野
友
加
里 

註 

上

原

靜

「首
里
城
跡
西
の
ア
ザ
ナ
地
区
出
上
の
明
朝
系
瓦
と
そ
の
推
移
」

『南
島
考 

古
』
第
一
四
号
ー
九
九
四
年 

沖
縄
考
古
学
会
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第1図御番所平面(図右側は北)

〇

合

? 礎石及び束石
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摯
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102 +

1号石組遺構

試掘坑
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第3図 御番所平面(南西部分)
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第5図 御番所平面(南東部分)

印

つ

I 2号集石 
！セクションライン

A

-39 -



E

寸 

丄
〇

回

籍

建

-
L
-
 K

建 M

建 .

冊
卩
起 

卩
七
イ
用
で
r
齧 

£

〇〇寸二7
〇 
_1

山

回

览B

鰹
殿̂

N?

い
嵌 

田
體 

マ
嵌 

—

—4〇ー



K-105 K-106

!号排水溝

104ライン東壁

-------- EL=101.400m
1-104 J-104 K-104

； —r— —I—

2号集石土坑セクション

----------EL=1 01.400m

第7図御番所の層序
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M-101 M-102

第8図御番所の層序
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CD

2号(シーリ)石組遺構

第9図 御番所石組遺構

m

— E

〇
〇
寸 7
〇 

1
—
山

I
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A'

-------- EL=101.400m

10
A

-------- EL=101.400m
人j 20

A'A

-------- EL=101.400m
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-------- EL=10l.400m

35 36

AV

-------- EL=101.400m

A'p

-------- EL=101.400m

A 64-A ' ヽB

-------- EL=101.400m

、ヽ

第10図御番所ピット断面

-46 -



8
126 125 124 123 122 121 120 119 118 117 116 106 104

H F T T T ~r 十 ~r T~ 1～ T 丁 T
厂■?

-T
丁 丁

P卜

-------- EL=100.800m

A
3号排水溝蓋
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参詣道縦断面

A,

!号排水溝

3号排水溝蓋除去後 

平面および断面

EL=100.800m --------

c c,
参詣道横断面

〇 2 m

第11図参詣道平面および断面
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10cm

第12図(図版25)青磁:碗(1〜3)、皿(4〜6)、盤(7 • 8)
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図版1の2 
同発掘調査風景
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図版1の3 
同上



図版2の2 
同上
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図版2の3 
同上



図版3の2 
同上
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図版3の3 
同上



図版4の2
御番所 東南側の基壇および石敷

図版4の3
御番所 東側の土層堆積状況
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図版5の2 
同上

図版5の3
2号集石土坑周辺の層序
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図版6の3
2号集石土坑(南側より)

図版6の2 
同上
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図版7の2 同上(西側より)
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図版8の2 御番所 北側の基壇突出部(東側)と踏石
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図版9の2御番所東南側の礎石および石敷
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図版10の2 同上
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図版11の2同・完掘(半裁)の状況
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図版12の2 御番所南側・シーリおよびミンタナ(2号石組遺構)の状況
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図版13の2 同•完掘の状況
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図版15の2 同上
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図版16の2 玉陵 全景(北東側より)
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ご
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図版18の2同上(調査後)
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図版19の2 参詣道 東側の状況(奥は御番所跡)
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図版21の2 同上(3号排水溝の蓋を除去)
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図版22の2 同上(奥は玉陵)

-99 -



図版23の2
2号排水溝
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図版26 (第13図)白磁:碗(1)、皿(2)タイ産半練土器:蓋(3)褐釉陶器:壺(4-7)
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2

5 6

図版29沖縄産陶質土器:土瓶(1〜4)、鉢(5)、火炉(6)
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第

一

節

歴

史

的

経

緯

と

施

設

の

概

要

第
一
項 

玉
陵
御
番
所
の
歴
史
的
経
緯
と
概
要

か
つ
て
、
玉
陵
の
北
側
の
左
右
に
御
番
所
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
史
料
や
古
写
真
、
聞
き
取 

り
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
る
。
去
る
沖
縄
戦
で
こ
れ
ら
の
建
物
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い 
、 

そ
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
平
成
一
ニ
年
度
の
発
掘
調
査
で
、
東
の
御
番 

所
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
基
壇
石
積
や
建
物
の
礎
石
の
一
部
、
さ
ら
に
、
便
所
跡
と
想
定
さ
れ 

る
遺
構
な
ど
が
出
土
し
た
。
な
お
、
こ
の
発
掘
調
査
で
、
御
番
所
は
古
写
真
で
想
定
し
て
い 

た
規
模
よ
り
か
な
り
大
き
く
、
平
面
形
状
も
単
純
な
長
方
形
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た 
。 

御
番
所
の
創
建
と
玉
陵
に
お
け
る
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
琉
球
王
府
の
正
史
『球
陽 
』 

に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「尚
敬
王
三
六
年(

一
七
四
八)

初
め
て
御
番
所
を
玉
陵
左
右
に
建 

て
、
並
び
に
御
番
役
二
員
を
設
置
す
。
昔
は
、
御
番
所•

御
番
役
を
設
く
る
こ
と
有
る
無
し 
。 

今
番
、
御
番
所
を
玉
陵
門
外
左
右
に
創
建
し
、
就
ち
向
氏
座
敷•

当
座
の
中
よ
り
御
番
役
二 

員
を
設
置
し
、
之
れ
を
し
て
看
守
せ
し
む
。
年
棒
各
々
五
石
を
賜
ひ
て
、
週
年
交
代
す
」 
〇 

す
な
わ
ち
、

一
七
四
八
年
に
御
番
所
を
玉
陵
の
左
右
に
創
設
し
、
そ
こ
に
御
番
役
を
二
名
配 

置
し
た
。
座
敷
と
当
座
の
役
人
を
任
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
番
所
の
位
置
付
け
は 

他
の
番
所
な
ど
よ
り
格
式
が
高
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

・
廃
藩
置
県
後
の
御
番
所

廃
藩
置
県
後
も
、
向
氏
の
関
係
者
が
任
期
を
定
め
て
御
番
所
に
住
み
込
み
、
玉
陵
の
管
理 

に
あ
た
っ
て
い
た
。

ま
た
、
尚
家
資
料
の
『尚
泰
様
薨
去
二
付
御
座
構
并
御
掃
除
方
日
記
』(

明
治
三
四
年
八 

月
)

に
は
、
両
御
番
所
は
近
い
親
族
や
葬
式
を
務
め
る
僧
侶
の
控
所
に
な
る
こ
と
、
大
美
御 

殿
よ
り
紺
縁
の
ビ
ー
グ
畳
を
ー
ー
ー
枚
取
り
寄
せ
る
こ
と
、
両
御
番
所
の
障
子
を
張
替
え
、
座 

敷
内
を
掃
除
す
る
こ
と
、
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
。

昭
和
五
二
年
六
月
九
日
付
け
の
地
元
新
聞
に
投
稿
し
て
い
る
真
栄
平
房
敬
氏
の
記
事
を
引 

用
す
る
と
、

「
(

前
略)

明
治
以
降
も
向
氏
の
士
が
任
期
を
定
め
て
御
番
御
殿
に
住
み
込
み 
、 

御
掃
除
人
と
よ
ば
れ
る
常
勤
者
達
に
命
じ
て
玉
陵
の
保
清
管
理
に
当
た
っ
た
。
明
治
末
期
か 

ら
昭
和
初
期
ま
で
番
役
を
つ
と
め
た
家
は
向
氏
糸
満
家
、
太
田
家
、
喜
友
名
家
、
金
武
朝
重 

家
で
い
ず
れ
も
格
式
あ
る
家
で
あ
る
。

大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
王
家
の
財
政
引
き
し
め
で
御
掃
除
人
も
常
勤
で
は
な
く
、
毎
月
ー 

日
一
五
日
に
普
段
王
家
の
常
勤
御
掃
除
人
の
中
か
ら
二
人
宛
割
当
て
て
陵
の
廓
内
外
の
清
掃 

に
あ
た
ら
せ
て
い
た
。(

後
略)

」
と
あ
る
。

•

建
物
名
称
に
つ
い
て

か
つ
て
首
里
で
は
、
玉
陵
東
西
に
あ
る
建
物
を
御
番
御
殿(

ウ
バ
ー
ン
ウ
ド
ウ
ン)

と
呼 

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
番
屋(

バ
ン
ヤ
ー)

と
い
う
俗
称
も
あ
る
。
し
か
し
、
琉
球
王
府
の 

正
史
で
あ
る
『球
陽
』
に

は

「御
番
所
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
名
称
は 

「御
番
所(

ウ
バ
ン
ジ
ュ)

」
と
し
た
。

な
お
、
王
府
時
代
に
間
切
の
行
政
の
拠
点
と
な
っ
た
役
所
の
こ
と
も
「番
所
」
と
言
っ
て 

い
た
が
、
そ
れ
は
今
日
の
町
村
役
場
に
あ
た
り
、
陵
墓
に
あ
る
番
所
と
は
建
物
用
途
が
異
な 

る
。
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伊是名玉御殿

史料によると、玉御殿の手前に御番屋があった。

第
二
項
番
所
に
つ
い
て

王
家
の
陵
墓
に
関
連
す
る
番
所•

番
屋
に
つ
い
て
は
、
玉
陵
の
他
に
、
英
祖
王
と
尚
寧
王 

の
墓
で
あ
る
「浦
添
よ
う
ど
れ
」
、
そ
れ

に

「伊
是
名
玉
御
殿
」
な
ど
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ 

る
。浦

添
よ
う
ど
れ
の
北
側
に
は
御
墓
番
屋
敷
が
あ
っ
た
。
最
近
発
見
さ
れ
た
古
写
真
に
も 
、 

松
林
の
中
に
茅
葺
屋
根
の
御
墓
番
が
写
っ
て
い
る
。
そ
の
建
物
が
い
つ
建
て
ら
れ
た
か
は
不 

明
で
あ
る
が
、
御
墓
番
屋
敷
で
陵
墓
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
述 

の

『図
帳
』
に
あ
る
浦
添
よ
う
ど
れ
で
の
巡
拝
の
際
に
も
、
御
墓
番
屋
敷
が
関
わ
っ
て
い
た 

可
能
性
は
高
い
。

伊
是
名
玉
御
殿
は
伊
是
名
城
跡
の
北
面
中
腹
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。

『伊
平
屋
島
玉
御
殿

公
事
帳
』
に
は
、
玉
御
殿
で
の
御
座
構
之
図
と
と
も
に
、
御
番
人
、
御
番
屋
の
記
述
が
見
え 

る
こ
と
か
ら
、
墓
で
の
巡
拝
に
は
番
屋
が
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
玉
御
殿
近 

く
に
尚
裕
氏
に
よ
っ
て
木
造
の
番
屋
が
建
て
ら
れ
、
伊
是
名
村
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る 
。 

こ
の
よ
う
に
、
王
府
の
重
要
な
陵
墓
は
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
厳
か
に 

行
わ
れ
る
儀
式
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
陵
の
両
御
番 

所
も
、
こ
の
よ
う
な
王
府
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る 
。 

な
お
、
儀
式
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
墓
の
庭
に
仮
屋
、
幕
、
む
し
ろ
な
ど
の
仮
設
の
施
設
を 

設
置
す
る
の
は
山
川
陵
も
含
め
て
共
通
し
て
い
る
。
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L屋根:寄棟、本瓦葺き

角垂木

板戸又は外壁

角柱

礎石

基壇

東の御番所部分拡大写真 竪羽目板

---排水溝緑石

第

二

節

調

査
 

一
項
古
写
真

現
在
の
と
こ
ろ
、
東
の
御
番
所
を
は
っ
き
り
と
捉
え
た
古
写
真
が
一
枚
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
写
真
か
ら
確
認
で
き
る
内
容
を
図
示
す
る
。
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同上拡大(玉陵付近) 樹木が生い茂っているため、両御番所は確認できない。

-128 -



玉陵の屋根 右端に西の御番所の屋根が見える。

昭和7年 「写真集 懐かしき沖縄」
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同様に、西の御番所の屋根が見える。

「重要文化財玉陵復原修理工事報告書」
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(
東
京
在住)

。た朝教

氏

敷所間築時 
内には材の 
部は廊料番 
に無下は人 
は双よチは 
天窓りャ金 
井が一ー武 
長あ段ギ朝 
押っ上( 重 
等たがイ氏 
の造。土ってヌマ。そ 

が作間はい。たキ)長の 

施三。で男

いつ 
端 
は 

な 

っ 

てっおた。 

り、 

部 
は 
一 
度 
も 
見 
て 
い ない 

。物 

置になって 

い 
た 
の で

雨戸根物部な 
形前のい 

面は( 取ろ

憶) にか 
し つ。 
てい 
いて 
なは 
い入 
。っ 

た 
こ 

いと 
なが 
いな 
。い 
裏の 

(
南 側)ら 

に はい 

か回れな。

。った。

間
の
印
象
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。

広
間
の
畳
は
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
板
敷
き
の
状
態
で
あ
っ
た
。(

湿
気
対
策
の
た
め
か?
)

•

山
田
弘
氏
聞
き
取
り

大
正
八
年
生
ま
れ
。
戦
前
西
の
御
番
所
に
住
ん
で
い
た
金
武
家
の
親
戚
に
あ
た
り
、
玉
陵 

周
辺
に
は
時
々
遊
び
に
来
て
い
た
。
現
那
覇
市
在
住 

日
時
一
平
成
一
三
年
六
月
六
日

場

所

』
東
の
御
番
所
、
西
の
御
番
所
跡
地
に
て

〇
西
の
御
番
所
に
つ
い
て

•

参
詣
道
に
面
し
て
い
た
建
物
基
壇
は
、
入
口
側(

西
側)

は
大
人
の
背
丈
ほ
ど
あ
っ
た 
。

(

古
写
真
で
は
腰
の
高
さ
ほ
ど
で
あ
り
、
子
供
の
頃
の
印
象
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
思
わ 

れ
る
。
)

•

当
時
出
入
り
し
て
い
た
の
は
、
番
人
が
住
み
込
ん
で
い
た
裏
間(

南
側)

で
あ
り
、
広

〇
そ
の
他 

〇
東
の
御
番
所
に
つ
い
て 

•

東
の
御
番
所
の
東
側
に
天
界
寺
へ
の
門
が
あ
っ
た
。(

巾
が
四
尺
程
度)
 

•

建
物
東
西
方
向
の
長
さ
は
、
西
の
御
番
所
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

第
一
一
項
聞
き
取
り

戦
前
の
東
の
御
番
所
を
知
る
関
係
者
は
少
な
く
、
し
か
も
、
目
の
触
れ
る
機
会
の
多
か
つ 

た
西
の
御
番
所
に
比
べ
、
東
の
御
番
所
は
玉
陵
第
一
門
か
ら
奥
ま
っ
た
場
所
に
位
置
し
、
日 

頃
か
ら
足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え 
、 

戦
前
の
御
番
所
を
か
ろ
う
じ
て
覚
え
て
お
ら
れ
る
関
係
者
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
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玉陵第一門正面スケッチ

・
金
武
朝
教
氏
作
製
の
ス
ケ
ッ
チ

〇
大
正
一
四
年
生
ま
れ
。
戦
前
西
の
御
番
所
に
住
ん
で
お
り
、
番
人
で
あ
っ
た
金
武
朝
重 

氏
の
長
男
。
昭
和
一
四
年(

一
四
オ)

の
頃
、
叔
母
の
店
を
手
伝
い
に
東
京
に
行
き 
、 

戦
中
、
戦
後
東
京
に
在
住
し
現
在
に
至
る
。
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•

西
の
御
番
所
の
番
人
は
、
金
武
さ
ん
の
前
は
大
里
さ
ん
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
里
さ
ん 

は
天
界
寺
の
御
番
人
で
も
あ
っ
た
。

•

天
界
寺
の
井
戸
ま
で
行
っ
て
水
を
汲
ん
で
い
た
。

〇
そ
の
他

•

戦
後
ま
も
な
く
尚
家
に
よ
っ
て
玉
陵
の
第
一
門
周
辺
の
石
牆
が
応
急
的
に
設
置
さ
れ
た 
。 

さ
ら
に
ー
九
五
〇
年
頃
、
首
里
市
に
よ
っ
て
修
復
が
行
わ
れ
、
現
在
の
ア
ー
チ
門
石
材 

は
仲
里
家
に
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。

•

ア
ー
チ
門
西
横
と
な
り
に
は
、
日
頃
は
石
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
石
牆
が
あ
り
、
門
の
巾 

よ
り
大
き
な
棺
で
あ
っ
た
た
め
、
葬
儀
の
際
に
石
を
取
り
外
し
て
、
こ
こ
か
ら
棺
を
入 

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
石
牆
の
復
旧
が
な
さ
れ
て
い
た
。

•

中
城
御
殿
に
も
雨
端
の
な
い
建
物
が
あ
っ
た
。

•

中
城
御
殿
の
畳
間
は
床
下
よ
り
上
が
っ
て
お
り
、
長
押
に
は
尚
家
の
紋
の
形
で
金
具
が 

あ
っ
た
と
思
う
。

〇
西
の
御
番
所
に
つ
い
て

•

清
明
祭
の
と
き
、
東
側
座
敷
の
み
障
子
が
開
い
て
お
り
、
座
敷
の
奥
に
は
床
の
間
が
見 

え
た
。

•

北
側
廊
下
に
面
し
た
三
箇
所
に
、
巾
三
尺
程
度
で
三
段
の
踏
石
が
あ
っ
た
。
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大の 

たいでは家里一あっでた 

(
建九四

七
〜
一九

• •••〇
写屋五戦参玉そ 
真根四後詣陵の 
に瓦年間道北 

っ写と西七のもなのは側 

て側年く仕古
上 い
げ る

東は 
大

石のの敷石よ 

朝よ 御地粉( う 
明う番所にイな 
とな跡はシ雰 
いも 人グ囲
うの にがー) 気 
人が 住) で
は残 んのあ
、っ でよっ
父て おうた
いのたいて、りもな。 

と。)住 

こ 
に 
あ 
た 
り

州
に
疎
開
し
て
戦
後
大
阪
に
移
り
住
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
。

•

玉
陵
と
天
界
寺
と
の
境
の
門
に
は
、
扉
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
石
積
の
間
を
通
る
形 

式
の
も
の
だ
っ
た
。

•

戦
時
中
、
東
条
首
相
が
玉
陵
を
見
学
さ
れ
、
東
の
御
番
所
前
か
ら
天
界
寺
の
門
を
通
つ 

て
、
首
里
城
へ
行
か
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

•

大
里
朝
成
氏
聞
き
取
り

昭
和
七
年
生
ま
れ
。
戦
前
天
界
寺
の
御
番
人
で
あ
っ
た
大
里
朝
恒
氏
の
長
男
。
戦
前
は
天 

界
寺
敷
地
内
に
住
み
、
西
の
御
番
所
に
よ
く
通
っ
て
お
り
、
東
の
御
番
所
周
辺
を
遊
び
場
と

し
て
い
た
。
現
那
覇
市
在
住

日

時

』
平
成
ニ
ニ
年
六
月
二
五
日 

場

所

』
大
里
氏
自
宅
に
て

〇
東
の
御
番
所
に
つ
い
て

•

い
つ
も
閉
ま
っ
て
い
た
が
、
時
々
尚
家
の
方
が
来
ら
れ
て
、
風
通
し
を
し
て
い
た
と
き 

に
内
部
の
様
子
が
見
え
た
。
そ
こ
に
は
棺
を
入
れ
る
ガ
ン
が
置
か
れ
て
い
た 
。 

•

当
時
の
建
物
は
相
当
朽
ち
て
い
て
、
剥
が
れ
た
板
及
び
破
れ
た
障
子
の
隙
間
か
ら
、
部 

屋
の
中
に
あ
る
ガ
ン
を
見
た(

怖
く
て
そ
れ
以
上
見
る
余
裕
が
な
か
っ
た)
 
。

•

規
模
に
つ
い
て
は
、
西
の
御
番
所
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
若
干
小
さ
か
っ
た 
。

•

平
面
形
態
は
、
長
方
形
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

•

新
し
い
柱
と
古
い
柱
が
あ
っ
た(

何
度
か
修
復
さ
れ
て
い
た
と
思
う)

。

•

天
界
寺
の
門
か
ら
参
詣
道
に
至
る
に
は
、
御
番
所
の
北
と
南
側
の
二
ル
ー
ト
が
あ
っ
た 
。

•

北
東
側
の
外
柱
面
に
は
、
戸
で
は
な
く
板
が
張
ら
れ
て
お
り
、
南
西
側
か
ら
出
入
り
し 

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

•

建
物
に
雨
端
は
な
か
っ
た
。

〇
西
の
御
番
所
に
つ
い
て

•

清
明
祭
の
と
き
は
、
尚
家
の
休
憩
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

•

西
の
御
番
所
に
あ
っ
た
床
の
間
は
、
座
敷
よ
り
一
段
上
が
っ
て
お
り
、
棚
な
ど
は
な
か
っ 

た
。
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基
壇
ラ
イ

㈠

発
掘
調
査
結
果
か
ら
の
分
析

発
掘
調
査
に
よ
り
、
建
物
の
礎
石
や
地
覆
石
、
基
壇
の
一
部
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら 
、 

こ
れ
ら
の
遺
構
の
実
測
値
に
基
づ
き
、
東
の
御
番
所
の
具
体
的
な
形
状•

規
模
等
を
想
定
し 

た
。柱

間
寸
法
は
遺
構
礎
石
間
の
寸
法
を
基
準
と
し
、
建
物
東
壁
面
の
柱
通
り
芯
は
基
壇
ラ
イ 

ン
と
ほ
ぼ
平
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
壇
ラ
イ
ン
を
建
物
軸
と
仮
定
し
、
そ 

の
寸
法
を
基
に
礎
石
間
寸
法
を
割
り
出
し
た
。

柱
間
寸
法
は
尺
単
位
の
整
数
値
に
整
理
し
た
寸
法
と
す
る
。(

一H
尺
三
〇
三•

〇
三 

理 

な
お
、
地
覆
石
は
通
常
外
壁
下
部
に
取
り
付
い
て
い
る
こ
と
と
、
基
壇
が
礎
石
に
近
接
し
て 

い
る
こ
と
。
更
に
こ
れ
よ
り
外
側
に
礎
石
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
周
辺
部
に
雨 

端(

ア
マ
ハ
ジ)

は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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---柱芯A

(次頁参照)

ライ

丄 780 一 4,788
(15,8尺)

[L 080 - L 091[636(2, I 尺)

(6,9尺)

M礎石、地覆石を示す

石 間寸法 

の算 

出( C 

AD

に 
よ 
る 
測 
定 
の 
た

、 

単mm 
位ま 

で 
算 出)

孕。

・遺構実測の結果

㈡

古
写
真
か
ら
の
分
析

古
写
真
よ
り
建
物
西
面
の
柱
割
付
が
確
認
で
き
、
遺
構
実
測
値
の
寸
法
に
基
づ
い
て
各
柱 

割
付
寸
法
を
設
定
し
た
。

*
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換算値

a =640

b =1,200

c =1,879

d =1,879

基壇ライン

柱芯A

遺
構
実
測
値
よ
り
確
認
で
き
た
基
壇
ラ
イ
ン
と
柱 A
芯 

間
の
距
離
は
五
五
九
八 Di
m
で
あ
る 
。 

•

柱
割
付
寸
法
の
設
定

こ
の
数
値
を
基
準
と
し
て
各
柱
間
寸
法
の
換
算
を
行
っ
た
。 

古
写
真
の
計
測
値
を
尺
単
位
の
整
数
値
に
整
理
し
た
寸
法
を
図
に
示
す
。
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__________想定②_____________
(はで振柱定面柱 

八四あれ芯aしと芯C 
七間る隅aた周C 
二分たに〜C。囲か 
三にめなC のら 
—当相、ら間H 基西 

ーーニする柱芯aよい九三ライ壇面基壇

間を間と—の距ン
ーーーー方と行桁六六三Hは距、離構遺間の 

向
八

mm長 東値
と定仮をさ二三面とは九 

しじ同とmm程同三 
場たすになり度の九五 

合る建 の六mm 
、の物 三で 
り一がの隅六り、 

の長般部 とmm、柱 
さ 的 は、 と想 外

七
二三—

ニ

ニ) 〜b ラ

・_間間—のイン 

四ー 

間n ー 
ー

ー八 一八 ーニの八 

七◄—七 七 ・測
九 八m

mm(
亠ハ・二尺)

当柱

a

E

ま
と
め

遺
構
の
実
測
値
と
古
写
真
の
計
測
値
を
基
に
、
往
時
の
建
物
全
体
の
柱
割
付
寸
法
を
下
図

の
通
り
に
設
定
す
る
。
ま
た
、
不
明
な
部
分
に
つ
い
て
は
左
表
想
定①

〜
③

に
よ
っ
て
導
き

出
し
た
。

内

容
 

礎
石
間
寸
法
の
算
出
よ
り
、
柱
芯C
d

〜 

間
は
四
七
八
ハ mm

と
な
り
、
そ
の
中
の 

二
間
分
を
古
写
真
か
ら
計
測
さ
れ
た
一
間
に
あ
た
る
一
八
七
九 mm

と
仮
定
し
た 
。 

①

柱
芯C
d

〜 

間
H

四
七
八
八

想定
H
 (
 

ー
八
七
九
二
間)
 +
 
(
 

ー
〇
三X
〇 

一間)
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•発掘調査と古写真から想定した平面規模

第
二
項
間
取
り
の
想
定

発
掘
調
査
の
成
果
と
古
写
真
の
分
析
に
よ
り
、
平
面
規
模
及
び
柱
割
付
を
想
定
し
た
。
そ 

し
て
、
西
の
御
番
所
の
聞
き
取
り
ス
ケ
ッ
チ
や
県
内
の
類
似
建
物
を
参
考
と
し
て
、
往
時
の 

間
取
り
の
想
定
を
行
っ
た
。

㈠

聞
き
取
り
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
の
想
定

現
在
の
と
こ
ろ
、
東
の
御
番
所
の
間
取
り
に
関
す
る
直
接
的
な
文
献
資
料
が
な
く
、
聞
き 

取
り
調
査
で
も
当
時
は
閉
め
切
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
内
部
の
間
取
り
を
見
て
い
な
い 

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
金
武
朝
教
氏
の
「東
西
御
番
所
は
、
ほ
ぼ
同
じ
か
た
ち
の
家
で
あ
っ
た
」
と
い 

う
証
言
か
ら
、
金
武
氏
が
描
い
た
西
の
御
番
所
の
ス
ケ
ッ
チ
を
左
右
反
転
す
る
と
、
次
の
二 

占
い
の
整
合
が
見
ら
れ
る
。

① 

発
掘
さ
れ
た
基
壇
の
形
状
が
、
想
定
さ
れ
た
建
物
輪
郭
と
酷
似
し
て
い
る
。

②
 

古
写
真
よ
り
、
東
の
御
番
所
西
側
に
廊
下
が
回
っ
て
い
る
こ
と
が
一
致
す
る 
。 

よ
っ
て
、
西
の
御
番
所
の
ス
ケ
ッ
チ
を
左
右
反
転
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
往
時
の
東
の
御
番

所
の
間
取
り
を
想
定
し
た
。
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左右反転
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床
の
間
の
事
例
と
し
て
は
、
首
里
城
二
階
御
殿
、
識
名
園
、
御
茶
屋
御
殿
、
中
城
御
殿
な
ど 

が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
琉
球
王
府
に
関
連
し
た
建
物
で
あ
り
、
格
式
が
高
か
っ
た 
。 

西
の
御
番
所
に
は
下
手
に
台
所
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
東
の
御
番
所
の
廻
り
に
も 

建
物
は
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
茶
・
お
菓
子
な
ど
を
国
王
に
献
上
す
る
場 

合
、
迅
速
に
対
応
す
る
必
要
性
か
ら
、
お
茶
な
ど
を
沸
か
す
空
間
が
建
物
内
に
あ
っ
て
も
お 

か
し
く
な
い
。

•

ま
と
め

建
物
の
事
例
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
座
敷
の
廻
り
を
廊
下
が
通
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 
。 

そ
の
先
に
は
雨
端
と
い
う
土
庇(

つ
ち
び
さ
し)

が
取
り
付
く
形
式
が
多
い
。
こ
れ
は
、
沖 

縄
に
お
け
る
住
宅
建
築
の
特
徴
の
一
つ
で
、
成
立
し
た
時
代
は
比
較
的
新
し
い
と
言
わ
れ
て 

い
る
が
、
多
く
の
事
例
が
あ
る
。

雨
端
が
な
い
場
合
、
廊
下
や
部
屋
に
直
接
雨
が
吹
き
込
む
欠
点
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
床 

に
湿
気
が
溜
ま
り
、
老
朽
化
が
早
ま
る
懸
念
も
あ
る
。
逆
に
、
室
内
に
外
の
明
か
り
が
入
り 

や
す
い
、
軒
高
さ
を
低
く
で
き
る
な
ど
の
長
所
も
あ
る
。
そ
し
て
、
雨
端
が
な
い
建
物
の
事 

例
も
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
建
物
の
設
置
場
所
や
求
め
ら
れ
る
機
能
、
そ
の
時 

代
の
嗜
好
な
ど
に
よ
っ
て
、
雨
端
が
つ
く
、
あ
る
い
は
つ
か
な
い
間
取
り
を
取
捨
選
択
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。

御
番
所
に
は
雨
端
が
な
い
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
北
側
に
面
す
る 

こ
と
か
ら
、
外
の
光
を
多
く
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る 
。 

国
王
が
休
憩
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
座
敷
に
は
床
の
間
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
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•• ②
便便 

所を所( 

り取止東側) 

め 
て 
廊 
下 
を 
広 
げ 
る

可
能
性
が
あ
る
。

•

座
敷
の
廻
り
を
廊
下
が
通
っ
て
い
る
建
築
空
間
を
確
保
す
る
。

③

小
部
屋
床

•

畳
敷
き
を
取
り
止
め
板
間
と
す
る
。

•

理
由

•

西
の
御
番
所
で
は
番
人
家
族
が
使
用
す
る
た
め
に
畳
を
敷
い
て
い
た
が
、
東
の
御
番
所
で 

は
控
室
あ
る
い
は
倉
庫
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
普
段
は
畳
を
取
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は 

元
々
板
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

④

台
所
カ
マ
ド

•

遺
構
に
合
わ
せ
た
平
面
形
態
と
す
る
。

㈡

間
取
り
の
調
整

西
の
御
番
所
を
反
転
し
て
想
定
し
た
東
の
御
番
所
の
間
取
り
で
、
不
明
な
部
分
に
つ
い
て 

は
、
当
時
の
利
用
上
の
観
点
、
類
似
建
物
の
事
例
等
か
ら
調
整
を
行
っ
た 
。

・
想
定
さ
れ
た
間
取
り
と
調
整
を
行
う
部
分(
①

〜
⑥
)

①

雨
戸

•

廊
下
内
側
の
雨
戸
を
外
側
に
付
け
る
。

•

理
由

•

東
の
御
番
所
は
常
時
閉
め
切
ら
れ
て
お
り
、
外
側
に
雨
戸
が
付
い
て
い
た
と
の
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
が
あ
る
。

•

座
敷
の
廻
り
を
廊
下
が
通
っ
て
い
る
建
物
の
場
合
、
雨
戸
が
外
側
に
付
い
て
い
る
事
例
が 

多
い
。

•

廊
下
に
直
接
雨
が
吹
き
込
ま
な
い
こ
と
で
、
床
の
老
朽
化
が
防
げ
る
。
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名園所( 

御と殿西側) 

同 
様 
の 
便 
所 
形 
態 
と 
す 
る

⑥

理
由

発
掘
調
査
と
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
、
こ
の
部
屋
は
便
所
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
形
態
に

つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
同
等
の
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

識
名
園
御
殿
の
便
所
形
態
を
参
考
と
す
る
。

•

カ
マ
ド
を
取
り
止
め
土
間
と
す
る
。

•

理
由

・
計
画
さ
れ
た
台
所
部
分
の
位
置
は
、
ス
ケ
ッ
チ
よ
り
一
間(

一
八
七
九 mm
)
 

程
度
ず
れ
て 

い
る
が
、
遺
構
か
ら
確
認
さ
れ
る
基
壇
形
状
及
び
建
物
外
周
柱
列
か
ら
想
定
し
た 
。 

•

か
つ
て
、
国
王
が
休
憩
す
る
建
物
に
あ
る
の
は
、
お
茶
煮
詰
所(

火
鉢
な
ど
で
お
茶
を
沸 

か
す
場
所)

程
度
で
あ
り
、
調
理
を
行
う
カ
マ
ド
は
無
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で 
、 

現
時
点
で
は
カ
マ
ド
は
設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。

床
の
間

東
側
座
敷
に
床
の
間
を
設
置
す
る
。

理
由

•

遺
構
発
掘
調
査
よ
り
想
定
さ
れ
る
柱
割
付
で
は
、
半
間(

ー
〇
三
〇 mm
)
 

の
ス
ペ
ー
ス
が 

生
じ
る
。

•

聞
き
取
り
調
査
よ
り
、
西
の
御
番
所
の
座
敷
に
は
床
の
間
が
あ
っ
た 
。

•

東
の
御
番
所
は
国
王
が
休
憩
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
座
敷
に
は
床
の
間
の
存
在
が 

考
え
ら
れ
る
。

•

ほ
ぼ
同
じ
奥
行
き
で
、
類
似
施
設
で
あ
る
識
名
園
御
殿
を
参
考
と
す
る
。
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•••••••古 
廊座基礎柱垂屋写 

下の敷部、壇は石は角は木は根よ真 

床下分の踏石形角形で角垂棟確認 

側両及であ木造認 
面端びあるででで 
はに側る。ああき 
竪廊溝。 るる 
羽下が 
目があ 
板ある 
目る。 
透。 

張 
り 
で 
あ 
る

屋根:寄棟造

垂木:角垂木

軒桁

座敷部分

柱:角形

廊下

—礎石:角形

第
三
項
立
面
形
状

東
の
御
番
所
を
捉
え
た
古
写
真
で
、
立
面
形
状
の
分
析
可
能
な
も
の
は
現
時
点
で
は
一
枚 

の
み
で
あ
り
、
西
面
の
情
報
し
か
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

そ
こ
で
、
古
写
真
か
ら
読
み
と
れ
る
情
報
と
、
平
面
形
状
の
分
析
結
果
及
び
、
県
内
事
例 

よ
り
西
側
立
面
の
想
定
を
行
っ
た
。
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〇 島〇 
淫為
一

1〕堡
〇 H.控毒

桁 
高 
さ 
二 
五 
七 
六 

mm(
八

五尺

)

らか〔1

は二さ下高の三で〇端まさ高の、真写合場たし定 

二/比 

〇二三率は 

三 〔一
・

記桁mm(ニ一 のの七mm(五間 

法寸を成六・〕と八二 

をお 尺)な七 

合よとり、九 せる七そ二るな礎石をmm 

と三。天比 

左mm( 
の記数九寸) 

る。なと値定とす仮る。

〔KZ

二 •sYUWQ

P

诉 礎石天端

四
項
断
面
寸
法

東
の
御
番
所
の
高
さ
寸
法
を
記
述
し
た
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ 

の
た
め
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
写
真
資
料
を
基
に
立
面
の
比
率
か
ら
各
部
寸
法
の
想
定
を 

行
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
結
果
と
実
際
に
分
か
る
遺
構
寸
法
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

(-

軒
高
さ
の
想
定①

•

柱
間
寸
法
を
基
準
と
し
た
高
さ
の
比
率

•

平
面
形
状
の
想
定
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
柱
間
寸
法(

一
間
一
一
八
七
九 mm
)

を
基
に 

礎
石
天
端
か
ら
軒
桁
天
端
ま
で
の
比
率
を
算
定
す
る
。
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軒高さの比率分析(2)

左mm( 
の記数九寸) 

と値なと仮定す 

。るする。

〇」.S

會？・• 軒桁下端

旨繡 •̂

桁 
高 
さ 
二 
五 
七 
六 

mm(
八•

).

W ・會

K旨
寸^龙〇

fc 气 ・* ぶ 
SるW』柯w

Kwe
国p

松卅 礎石天端

•・ • •
上軒 三〔遺か遺遺高 
記七 ら構構
桁
のmm( 測 軒測 測 の

寸成 七 定桁定定想
法 を・ 値 ②

六
合よお 尺)な三一ま、基準

わせそとり、二での組石と

る、と七三二。るな石礎天〇をmmを率比か端天し高た

左mm 端比算らさ 

率し基壇比

。端率

寸
法
二
ニ二〇mm

を 基に、

壇天

〇比天準とし 

mm率端た

定基の 

軒ら率〔1た天率 

桁下〕と。端の 

端ま仮定 

さ四〇三二ではの高し高真写場た合、二 

・さ 

三二〇 の比率は
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▽石組天端

ニニ二以上よ 

〇り、 

mm写 
し。るいとて整合よ真に率高の比さ 

り 
求 
め 
ら 
れ 
た 
寸 
法 
二 
ニ 
ー 
九 

はmm 
、遺 

測

天 

か 
ら 
基 
壇 
天 
端 
ま 
で 
の 
高 さ 

三一九 

mm

っ
て、石

天組端なる。七基ら想定準組

か
ら
基
壇
天
端
ま
で
の
高
さ
は
三
一
九

mm
と
な
る

㈢
• ••遺

七一一石平柱構 
間組面間測 

一定 
端状

八かの基を値(

と 

を比率mmま端天きり導さ高たし基ら端か 

〔1 での 出さの壇 

〕と比率たれ率端) 

し定仮し定算を寸間柱の 

場たした法( 

合。一間 

、 
写 
真 
高 
さ 
の 
比 率は 

〔〇・

性の確認

一
一
八
七
九

m)m

を
基に
、

基壇高さの比率分析

基準柱間寸法:1,879mm

比率1

石敷天端から基壇天端

までの高さ:319mm

比率[〇•17]

基壇天端

石組天端
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床高さ・礎石高さの比率分析

値) 
とは 

なる四七 

。九

とmm 
なる

床
高
さ
の
想
定

・
軒
高
さ
を
基
準
と
し
た
高
さ
の
比
率

«

軒
高
さ
の
想
定
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
礎
石
天
端
か
ら
軒
桁
下
端
寸
法
』
二
三
〇
三 mm

を 

基
に
、
床
高
さ
の
比
率
を
算
定
し
た
。

•

礎
石
天
端
か
ら
軒
桁
下
端
寸
法
』
二
三
〇
三 mm

を
比
率1
〔

〕
と
仮
定
し
た
場
合
、
写

真
高
さ
の
比
率
は
〔〇•

二
〇
ハ
〕
と
な
る
。

よ
っ
て
、
床
高
さ(

基
壇
天
端
か
ら
床
天
端
ま
で
の
高

•

こ
れ
を
尺
寸
法
に
換
算
し
て
整
理
す
る
と
、
左
記
の

床

高

さ

四

七

六 mm(
 

一
•

五
七
尺)
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▽軒桁天端

."二’: 
r— 
CM

00

OO

V床高さ

▽礎石天端’ 

ふ基壇天端!

柱
の
断
面
寸
法
の
想
定

•

柱
間
寸
法
を
基
準
と
し
た
比
率

•

平
面
形
状
の
想
定
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
柱
間
寸
法(

一
間
一
一
八
七
九 mm
)

を
基
に 
、 

柱
の
断
面
寸
法
の
比
率
を
算
定
し
た
。

•

一
間
一
ー
八
七
九 mm

を
比
率1
〔

〕
と
仮
定
し
た
場
合
、
写
真
の
比
率
は
〔
〇
・
〇
六 

三
八
〕
と
な
る
。

よ
っ
て
、
柱
の
断
面
寸
法
は
ー
ー
九 mm

と
な
る
。

•

こ
れ
を
尺
寸
法
に
換
算
す
る
と
、
左
記
の
数
値
と
な
る
。

穴
高
さ
寸
法
の
整
理 

以
上
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
、
矩
計
図
と
し
て
整
理
し
た
。

0
 

お
漠9

柱

の

断

面

寸

法

ニ

ニ mm(

四
尺)
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七
•

主
要
構
造

玉
陵
一
帯
の
歴
史
的
景
観
や
東
の
御
番
所
の
平
面•

立
面
形
状
等
に
考
慮
し
て
、
本
造
と

^
9
 

〇

第
四
節 

復
元
の
基
本
方
針
と
復
元
計
画 

第
一
項
基
本
方
針

基
本
方
針
を
左
記
の
よ
う
に
設
定
し
、
実
施
設
計
は
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。

•
一
復
元
整
備
の
基
本
的
考
え
方

玉
陵
と
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
風
致
景
観
の
回
復
を
目
指
し
、
さ
ら
に
、
世
界
遺
産
に
登 

録
さ
れ
た
玉
陵
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
琉
球
王
国
の
独
特
の
文
化
に
対
す
る 

理
解
に
寄
与
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
往
時
の
東
の
御
番
所
を
復 

元
す
る
。

二
•

時
代
設
定

一
七
四
八
年
に
創
設
さ
れ
、
戦
前
ま
で
残
っ
て
い
た
東
の
御
番
所
の
復
元
を
基
本
と
す
る 
。 

三
•

建
物
用
途
に
つ
い
て

東
の
御
番
所
の
歴
史
的
空
間•

形
態
の
復
元
に
よ
る
教
養
機
能
を
主
要
用
途
と
位
置
付
け 
、 

見
学
者
や
案
内
者
の
た
め
の
休
憩
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
と
す
る
。

四
・
建
物
位
置
に
つ
い
て

発
掘
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
往
時
の
東
の
御
番
所
の
位
置
を
踏
襲
す
る
。

五
・
建
物
形
状•

規
模

発
掘
調
査
結
果
や
古
写
真
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
得
ら
れ
た
情
報
を
整
理•

分
析
し
た 

結
果
に
基
づ
き
、
歴
史
的
風
致
景
観
の
再
現
を
目
的
に
、
往
時
の
建
物
形
状
・
規
模
を
基
本 

と
す
る
。

六
•

平
面
計
画

往
時
の
間
取
り
を
基
本
と
す
る
が
、
不
明
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
景
観
に
配
慮
し 

つ
つ
、
施
設
用
途
に
基
づ
い
た
計
画
を
行
う
。
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参詣道:現況とほぼ同レベル

第
二
項
計
画
地
盤
高
の
設
定

先
述
の
基
本
方
針
で
地
盤
高
さ
を
四
五 cm

か
さ
上
げ
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
方
針 

を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
。

㈠

往
時
の
地
盤
高
さ
で
設
定
し
た
場
合

古
写
真
か
ら
建
物
西
側
の
基
壇
の
様
子
と
、
玉
陵
石
牆
及
び
参
詣
道
と
の
高
さ
関
係
が
確 

認
で
き
、
発
掘
調
査
か
ら
一
部
の
礎
石
、
基
壇
、
石
敷
等
の
各
部
位
の
高
さ
が
確
認
で
き
る 
。 

こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
き
、
往
時
の
地
盤
高
の
設
定
を
行
っ
た
。

口
考
察

•

古
写
真
よ
り
、
建
物
西
側
の
現
況
レ
ベ
ル
と
往
時
の
地
盤
面
は
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
で
あ
る 

と
考
え
ら
れ
る
。

•

玉
陵
の
北
側
石
牆
は
、
下
部
を
残
し
上
部
は
全
て
戦
災
後
の
復
旧
で
あ
り
、
参
詣
道
や 

前
壇
石
積
レ
ベ
ル
は
往
時
と
同
レ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
東
の
御
番
所
と
玉
陵
の 

風
致
景
観
の
回
復
が
図
れ
る
。

•

残
っ
て
い
る
基
壇
や
石
敷
等
は
、
不
陸
調
整
を
行
っ
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
残
り
の
部 

分
は
補
足
し
て
い
く
こ
と
で
有
効
利
用
が
図
れ
る
。

•

遺
構
礎
石
に
そ
の
ま
ま
柱
を
載
せ
た
場
合
、
礎
石
自
体
の
強
度
の
問
題
か
ら
、
遺
構
を 

傷
つ
け
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

•

周
囲
の
現
況
地
盤
が
北
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
約
八
〇 cm

上
が
っ
て
お
り
、
往
時
の
地 

盤
高
さ
で
建
物
を
復
元
す
る
と
、
周
辺
よ
り
下
が
る
結
果
と
な
る
こ
と
か
ら
、
建
物
周 

辺
と
の
す
り
付
け
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
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か
さ
上
げ
を
行
っ
た
場
合 

建
物
周
辺
の
現
況
レ
ベ
ル
を
踏
ま
え
、
か
さ
上
げ
レ
ベ
ル
の
検
討
を
行
う
。

口
考
察

•

か
さ
上
げ
を
行
う
こ
と
で
、
保
護
砂
等
の
処
置
に
よ
る
遺
構
保
護
が
図
れ
る 
。

•

建
物
基
礎
の
設
置
や
設
備
配
管
の
引
き
込
み
が
容
易
に
な
る 
。

•

結
果
的
に
現
況
レ
ベ
ル
に
近
づ
く
こ
と
で
、
周
辺
地
盤
と
の
す
り
つ
け
が
容
易
に
な
る 
。

•

参
詣
道
の
現
況
地
盤
か
ら
建
物
に
向
か
っ
て
、
緩
や
か
な
勾
配
を
設
け
る
こ
と
に
な
る 
。

•

往
時
の
レ
ベ
ル
の
玉
陵
に
建
物
が
近
接
し
て
お
り
、
か
さ
上
げ
に
よ
っ
て
歴
史
的
景
観 

に
多
少
の
違
い
が
生
じ
る
。

•

地
盤
高
の
設
定

往
時
の
地
盤
高
さ
と
か
さ
上
げ
を
行
っ
た
場
合
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
発
掘
調
査
で 

確
認
さ
れ
た
往
時
の
地
盤
高
さ
に
基
づ
い
た
整
備
は
、
礎
石
や
基
壇
等
の
遺
構
を
傷
め
る 

可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
周
囲
の
現
況
地
盤
が
往
時
の
地
盤
よ
り
既
に
上
が
っ
て
お
り 
、 

建
物
周
辺
と
の
整
合
性
や
遺
構
保
護
の
観
点
か
ら
、
計
画
地
盤
高
は
往
時
よ
り
約
四
五 

か
さ
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
か
さ
上
げ
に
よ
る
往
時
の
歴
史
的
風
致
景
観
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
四
五 

程
度
の
か
さ
上
げ
は
許
容
範
囲
内
と
考
え
る
。
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㈠

平
面
の
検
討

建
物
用
途
と
し
て
、
往
時
の
東
の
御
番
所
の
空
間
体
験
や
、
玉
陵
の
啓
発
活
動
を
行
う
場 

と
し
て
の
教
養
施
設
と
な
る
。
ま
た
、
移
動
の
途
中
の
休
憩
や
、
離
合
集
散
の
場
と
し
て
快 

適
な
利
用
が
図
れ
る
よ
う
な
休
憩
施
設
と
し
て
の
位
置
付
け
が
考
え
ら
れ
る 
。 

そ
こ
で
、
建
物
用
途
を
踏
ま
え
、
往
時
の
間
取
り
に
基
づ
い
て
平
面
構
成
の
検
討
を
行
う 
。

•

平
面
構
成

•

往
時
の
東
の
御
番
所
の
間
取
り
を
基
本
と
す
る
。

•

一
般
利
用
者
は
、
参
詣
道
を
メ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
す
る
。

•

北
側
樹
林
地
に
面
す
る
開
口
を
確
保
し
、
外
へ
の
視
界
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る 
。

•

板
間
は
倉
庫
機
能
を
兼
ね
る
こ
と
と
し
、
利
用
に
供
す
る
。

•

建
物
管
理
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
管
理
機
能
を
備
え
て
い
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
〔奉
円
館 
〕 

よ
り
行
い
、
建
物
内
に
管
理
詰
所
は
設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。
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井さ高さ高居さ居高さ高高桁さ

寸

法

一—- 

5 〇 
六八 
尺mm

名

称

五五 
ハ四 
尺mm

一

・九 
八七 
〇 〇 
尺mm

八二 
•五 
五八 
__ ' 
尺mm

一―. 

五〇 
六八 
尺mm

—k 
•七 

ハ五 
〇七 
尺mm

名 
称

中 

村 
豕

銘 
刈 
豕

四

四 
mm

五 

mm

nL ___
77・ ―四 

五〇 
尺mm

詡々職、 

名々岡 
風岡

③

古 
写 
真 
分 
析 
よ 
り 、四 

七六 

mm(
一 
・五 

七 尺)

と 
想 
定 
し 
た

咼 
艮白 

豕

(

唄幻d

御

内 
事 
例 
及 
び

断 

面 
の 
納 
ま 
り 
上 
、 
二 
四 
二 
四 

mm(
八 
・ 
〇 尺)

程 
度 
と 
し 
た

-h —- 

•七 
ハ五 
〇七 
尺mm

五
• 

八七 
四七 
一 〇 
尺mm

〇
• --

六八
二八
尺mm

事例

寸
法

県 写備

ク 分考

④

県 
内 
事 
例 
と 
建 
物 
用 
途 
の 
格 
式 
か 
ら 
、

五

mm(
〇
・五尺)

程 
度 
と 
し 
た

七四七六四ー 

五六 
m七mmmーmm

・・ •・一 八 

〇尺〇〇五尺尺〇八五七尺七巨

②

床さ高古写 

真分 

析 
よ 
り 
、 二六四ー 

ーmm( 
八• 

七 
二 尺) 

と 
想 
定 
し 
た

①
を 

軒桁参
考

想 
定 
し 
た

敷居内居

例
よ
り
、

一
七
五
七

mm(
五
・
八尺)

程 
度
と
し 
た

㈡

断
面
の
検
討

古
写
真
に
よ
る
往
時
の
御
番
所
の
形
状
・
規
模
の
分
析
よ
り
想
定
さ
れ
た
高
さ
寸
法
に
基 

づ
き
、
そ
の
他
不
明
な
各
部
高
さ
寸
法
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
伝
統
的
木
造
建
築
物
等
の
事

⑥

各
部
寸
法
の
整
理

以
上
の
検
討
結
果
を
左
記
に
ま
と
め
る
。

析
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㈢

各
部
設
計

①

基
礎

往
時
の
外
周
部
礎
石
は
、
砕
石
の
上
に
据
え
付
け
て
い
た
が
、
本
整
備
で
は
、
遺
構
を
保 

護
砂
で
覆
い
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
を
設
置
し
て
、
そ
の
上
に
新
規
礎
石
を
据
え
付 

け
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
柱
下
の
礎
石
に
主
応
力
を
持
た
せ
る
と
、
そ
の
下
に
あ
る
遺
構
礎 

石
に
反
力
と
し
て
構
造
的
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
く
、
遺
構
礎
石
に
な
る
べ 

く
柱
か
ら
の
応
力
を
少
な
く
す
る
た
め
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
を
設
置
す
る
こ
と
で 

応
力
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
新
規
礎
石•

土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト•

保
護
砂
の
厚
み
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
厚 

み
を
合
計
す
る
と
四
五 cm

と
な
り
、
こ
れ
を
基
に
建
物
全
体
の
か
さ
上
げ
を
四
五 cm

と
し
た
。

②

基
壇
・
礎
石
類

イ
・
基
壇
・
石
敷
・
礫
石
敷 

様

式

』
遺
構
の
形
状
・
材
質
を
基
本
と
す
る
。 

材
料
ー
琉
球
石
灰
岩 

工
法
』
遺
構
を
保
護
砂
で
覆
い
埋
め
戻
し
た
後
、
石
材
を
積
み
上
げ
る
工
法
を
基
本
と 

す
る
が
、
高
さ
に
余
裕
の
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
遺
構
を
な
る
べ
く
傷
つ
け 

な
い
よ
う
に
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
る
。
見
え
掛
か
り
は
小
叩
き
仕
上
げ
と
す
る
。

-156 -



たRM

食和d

東側から

西側から 遺構図

3, 300
ー復元基壇天端

•

南
側(

排
水
溜
析
廻
り)

こ
の
箇
所
の
遺
構
は
、
石
敷
の
一
部
と
石
敷
の
下
に
敷
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
栗
石
、
溜 

桝
の
根
石
部
分
が
残
っ
て
お
り
、
石
敷
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
西
側
は
溜
耕
の
縁
、
東
側
と 

南
側
は
栗
石
が
確
認
で
き
る
範
囲
と
想
定
し
た
。
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計画地盤

安
彳切灸

——往時の地盤

南側から

所跡

1,250
計画地盤

東側から
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側—

と
す

踏石—

西
側

(

三

三る 石踏面幅
。m)mの石は •

ハ
•

踏
石

様

式

』
西
側
面
は
古
写
真
か
ら
確
認
で
き
る
形
状
を
基
本
と
し
、
そ
の
他
は
遺
構
と
間

取
り
と
の
関
連
等
を
分
析
し
て
判
断
で
き
る
位
置
に
設
置
す
る
。

材

料

』
琉
球
石
灰
岩

踏
面
は
遺
構
、
高
さ
は
古
写
真
か
ら
想
定
す
る
。 

西
側
踏
石
と
同
寸
法
、
横
幅
は
遺
構
、
高
さ
は
西 

の
比
率
を
基
に
想
定
す
る
。

横
幅•

高
さ
は
古
写
真
よ
り
想
定
。
踏
面
は
一
尺 

と
想
定
す
る
。
そ
の
他
の
箇
所
は
西
側
も
同
寸

工
法
一
基
壇
上
部
に
据
え
置
き
、
見
え
掛
か
り
は
小
叩
き
仕
上
げ
と
す
る
。

③

木
工

イ
•

木
材
樹
種

東
の
御
番
所
の
木
材
樹
種
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
経
緯
、
県
内
の
文
化
財
建
造
物 

の
復
元
・
修
理
工
事
に
使
用
さ
れ
た
樹
種
を
整
理
し
、
さ
ら
に
、
現
在
の
木
材
市
場
等 

を
考
慮
に
入
れ
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

•

史
料
か
ら
読
み
と
れ
る
樹
種

近
世
の
沖
縄
で
建
造
物
に
使
わ
れ
る
木
材
は
、
首
里
城
な
ど
公
用
の
建
築
用
材
と
し 

て
は
、
イ
ヌ
マ
キ(

方
言
名
』
チ
ャ
ー
ギ)

が
王
府
の
最
重
要
木
材
で
あ
っ
た 
。 

•

県
内
の
文
化
財
建
造
物
の
復
元•

修
理
工
事
に
使
用
さ
れ
た
木
材 

建
築
物
に
は
イ
ヌ
マ
キ
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
杉
、
イ
ジ
ュ
、
フ
ク
ギ
、
モ 
ツ 

コ
ク
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
柱
、
桁
な
ど
の
主
要
材
は
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が
イ
ヌ 

マ
キ
を
使
用
し
て
い
る
。

ロ
・
礎
石
類

様
式
ー
遺
構
の
形
状•

材
質
を
基
本
と
す
る
。
礎
石
間
に
は
地
覆
石
を
据
え
付
け
る 
。 

材

料

ー

礎

石

—
琉
球
石
灰
岩

地
覆
石
— 

ク

寸

法

』
礎

石

—
四
二
四 mm

角

地
覆
石
—
幅
ー
ニ
ー mm
 

工
法
』
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
上
に
モ
ル
タ
ル
に
て
据
え
付
け
る 
。 

見
え
掛
か
り
は
小
叩
き
仕
上
げ
と
す
る
。
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•

県
内
そ
の
他
事
例
の
使
用
樹
種

見
え
掛
か
り
材
に
つ
い
て
は
主
に
イ
ヌ
マ
キ
を
使
用
し
、
野
物
材
等
隠
れ
る
部
分
に 

つ
い
て
は
、
杉
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
。

•

東
の
御
番
所
の
木
材
樹
種

県
内
の
文
化
財
建
造
物
の
復
元
及
び
修
理
工
事
の
事
例
な
ど
は
、
見
え
掛
か
り
や
外 

周
部
の
木
材
樹
種
は
主
に
イ
ヌ
マ
キ
、
野
物
材
等
隠
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
杉
な
ど 

を
使
用
し
て
い
る
。

現
在
、
イ
ヌ
マ
キ
の
市
場
性
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
乾
燥
さ
れ
た
県
内
産
の
大
径
木 

が
手
に
入
り
に
く
く
、
九
州
産
に
至
っ
て
は
そ
の
価
格
が
比
較
的
高
い
状
況
で
あ
る 
。 

ま
た
、
民
家
等
の
事
例
で
は
、
見
え
掛
か
り
材
及
び
野
物
材
と
も
杉
材
を
使
用
し
て
い 

る
事
例
が
多
い
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
東
の
御
番
所
で
使
用
す
る
木
材
樹
種
は
左
記
を
基
本
と
す
る 
。

•

柱
、
桁
な
ど
見
え
掛
か
り
の
主
な
構
造
材
及
び
床
、
壁
板
に
つ
い
て
は
、
イ
ヌ
マ

口

軸

組
東
の
御
番
所
は
、
中
村
家
や
識
名
園
御
殿
な
ど
に
見
ら
れ
る
沖
縄
の
伝
統
的
木
造
建 

築
の
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
角
柱
に
貫
を
貫
通
さ
せ
て
く
さ
び
で
締
め
、
建 

物
を
強
固
に
す
る
い
わ
ゆ
る
貫
構
造
で
あ
る
。

・
構
造
材
の
断
面
寸
法
の
検
討

各
部
材
の
断
面
寸
法
を
示
す
直
接
的
資
料
が
な
い
た
め
、
古
写
真
を
計
測
し
比
率
を 

求
め
て
寸
法
を
想
定
し
た
柱
以
外
は
、
県
内
文
化
財
建
造
物
の
事
例
等
を
基
に
決
定
す 

る
。

名

称
 

断

面

寸

法 mm(

尺
)
 

備

考
 

柱 

X
 

古
写
真
よ
り
設
定 

貫 

三
〇 

ー
〇
六(

一X
寸
三
寸
五
分)

事
例 

軒 

ニ
ニX
 

ー
八
二(

四
寸
六
寸)
 

古
写
真
よ
り
設
定 

桁 

ニ
ニX
 

ー
八
二(

四
寸X

六
寸)
 

事
例 

梁
¥
 
眞 

ニ
ニX
 

一
五
二(

四
寸X

五
寸)
 

ク 

ク 

典
,
 

ニ
ニ 

ー
八
二(

四
寸X

六
寸)
 

ク 

ク 

ク 

ー
ー 
ー 
ー

二

七

二(

四
寸X

九
寸)
 

荷
重
が
大
き
い
箇
所 

小
屋
丸
太 

四 
寸 X

尺

4

末
口 

小
屋
束 

X
 

事
例 

母
屋 

ク 

ク 

小
屋
貫 

二X
四 

一
〇
五6

•

ハ
寸>
<

二
寸
五
分)
 

ク
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h 879

L 879 + 7 =(金 26末8商.4m南m) 1,212 + 5 = 2 4 2.4mm

く古写真より設定»

・
軒
廻
り

•

垂
木
の
割
付

垂
木
は
角
垂
木
で
あ
る
。
割
付
は
古
写
真
よ
り
一
八
七
九 mm

の
柱
間
が
七
等
分
と
な
つ 

て
お
り
、

ー
八
七
九 mm_
•

七
H

二
六
八
・
四 mm

を
基
準
と
し
て
全
体
の
割
付
の
調
整
を 

行
う
。

・
軒
の
出

古
写
真
か
ら
垂
木
と
軒
桁
の
位
置
関
係
は
、
極
端
に
軒
は
出
て
い
な
い
こ
と
が
分
か 

る
。
基
壇
の
出
が
柱
心
よ
り
二
尺
一
寸(

六
三
六
吧 

で
あ
り
、
類
似
事
例
も
参
考
に

・
軒
反
り 

古
写
真
か
ら
、
軒
反
り
は
多
少
つ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

•

軒
先古

写
真
よ
り
、
軒
平
瓦
と
垂
木
の
上
下
の
間
隔
が
比
較
的
狭
い
こ
と
か
ら
、
裏
甲
は

設
け
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
垂
木
に
広
小
舞
を
置
き
、
そ
の
上
に
瓦
座 

を
置
い
て
直
接
軒
先
瓦
を
配
置
す
る
納
ま
り
と
す
る
。

87
9
 

t

161-



第

五

節

事

業

概

要 

第
一
項
事
業
に
至
る
経
過

か
つ
て
、
玉
陵
の
北
側
左
右
に
御
番
所
が
あ
っ
た
こ
と
は
史
料
や
古
写
真
か
ら
確
認
さ
れ 

て
い
る
。
平
成
一
ニ
年
度
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
西
側
は
基
壇
の
一
部
を
除
き
遺
構
が
ほ
と 

ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
東
の
御
番
所
跡
に
お
お
よ
そ
の
建
物
輪
郭
が
わ
か
る
基
壇
や
礎 

石
の
一
部
が
確
認
さ
れ
、
古
写
真
も
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
状
の
復
元
が
可
能
で
あ
る 

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
発
掘
調
査
結
果
や
古
写
真
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
得
ら
れ
た
情
報
を
整
理•
 

分
析
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
玉
陵
と
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
風
致
景
観
の
回
復
を
目
指
し 
、 

さ
ら
に
、
玉
陵
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
琉
球
王
国
の
独
特
の
文
化
に 

対
す
る
理
解
に
寄
与
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
往
時
の
東
の
御
番 

所
を
復
元
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
項
事
業
の
経
過

所
有
者
で
あ
る
那
覇
市
は
、
設
計
監
理
業
務
を
株
式
会
社
国
建
に
委
託
し
、
同
社
か
ら
東 

の
御
番
所
復
元
整
備
の
設
計
図
書
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
現
状
変
更
許
可
申
請
を 

行
っ
た
。

さ
ら
に
学
識
経
験
者
や
関
係
機
関
か
ら
な
る
検
討
会
を
発
足
さ
せ
、
設
計
か
ら
工
事
に
至 

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
行
つ
た
。

工
事
は
那
覇
市
の
直
轄
工
事
と
し
、
総
事
業
費
九
一
、
九
三
〇
、
六
五
〇
円
、
工
事
期
間 

七
ヶ
月
の
予
定
で
平
成
一
四
年
八
月
一
六
日
に
着
手
、
平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
に
工
事
を 

完
了
し
た
。

第
三
項
計
画
概
要

工

事

名

所
在
地

敷
地
面

床

面

積

構
造
・
規
模
』
木
造
、
平
屋
建

第
四
項
工
事
組
織

各
種
の
申
請•

報
告•

入
札•

契
約
等
の
実
務
は
、
教
育
委
員
会
文
化
財
課
が
中
心
に
な
つ 

て
遂
行
し
た
。
設
計
監
理
は
株
式
会
社
国
建
に
委
託
し
、
同
社
は
主
任
技
術
者
を
随
時
現
場 

に
派
遣
し
そ
の
任
に
当
た
ら
せ
た
。
施
工
は
建
築
と
設
備
に
分
割
し
た
請
負
工
事
と
し
、
市 

財
務
規
則
に
従
っ
た
指
名
競
争
入
札
に
て
決
定
し
た
。

工
事
関
係
者

事
業
者

那
覇
市

市

長 

翁

長

雄

志
 

教
育
長 

仲

田

美

加

子
 

教
育
委
員
会
文
化
財
課

課

長 

金

武

正

紀
 

主
幹
兼
係
長 

古

塚

達

朗
 

技

査 

大

久 

肇
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表八幡工 
八瓦大 

幡工城 

昇場(孝仁 

与那• 

原城 

字町間盛 

上与行• 

那与 

ー原二ー九 良成原那 

ー)

陵陵陵 
東東東 
ののの 
御御御 
番番番 

合 所所所 
復復復 
元元元 

斗01事工事工工事 

01 ( ( (
設建監 
備) 築) 理)

工事

ーニ

)

備

事

T
V

国 
和 
プ 
ラ 
ザ 内)

町二

七)

株式計監

社

表城屋 

大城左根栄 

幸官金 

祐工城
業(誠• 

那市覇新垣 

山保 

川 
町 
ー 
ー 
三 七)

我や久材 

喜高 

屋
金建城名正満

設(雄知•

東風名

平正

町字博•

世島

名城達

七也

九一)

工事 

・木 

工大代製建 
表具 

左•金城城工事 

浩稔 

明• 

比 

嘉 

安 信• 

金 

城 

善 次• 

玉 

城 

文 雄• 

金 
城 
良

工 設力
事 工業

事者 

場現代㈱ 代金 

表 表鋼 

我喜や久高材㈱

(

西 
原 
町 
字 
小 
那 
覇 
ー 
ニ
ー ニ)

任締 

術術技役社建( 
員者長那覇市 

福平新久茂地 

元良城ー

郎一啓雄

•

山

内

貴

之

場表 場締秀

代
会社員

役 人長株
沖興 式会

大宮発真赤安社
(栄 (

城城那城嶺里那 

正重覇市勇幸幸覇市 

幸徳宇上 男夫旭

間五 

二四)

建工 
築請 
工負 

事

興 
那産(盛宏 

覇 
市 
字

場 

ー 
ー 
八 
五

製
作 

高
里
盛
得•

福
地
清
徳

雑
工
事

防
蟻
処
理
沖
縄
県
白
蟻
防
除
事
業
共
同
組
合(

那
覇
市
与
儀
ニ
ー 

一
四
—
三
)

代
表
前
花
正
一

自
動
火
災
報
知
設
備
工
事 

沖
縄
ホ
ー
チ
キ㈱
(

浦
添
市
前
田
一
五
二
三
— )
一 

代
表
喜
瀬
啓
二

第
五
項
事
業
費

総
事
業
費:

九
一
、
九
三
〇
、
六
五
〇
円

工 

期:

平
成
一
四
年
八
月
一
六
日
か
ら
平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
ま
で 

番
屋
復
元
工
事(

設
計)

業
務 

四
、
七
二
五
、
〇
〇
〇
円

業
務 

三 
、二
五
五
、
〇
〇
〇
円 

七
九
、
〇
一
五
、
六
五
〇
円 

四 
、 

九
三
五
、
〇
〇
〇
円 

九
一
、
九
三
〇
、
六
五
〇
円
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柱ニトッ素屋根お 

…よ 
…Jび足 

SI場材 

規の 
品格主材 

、鋼は左 

製四記を 

組本標準 

長、とし 

二•た。 

〇〜 

三 ・〇m

材 
料現場

事務 

所 
は 
工 
事 
地 
域 
に 
近 
接 
し 
た 
玉 
陵 
敷 
地 
内 
に 
設 
置 
し 
た

③

素 歩合

屋根務所板.樹脂 

.. 

..:
••建 厚 ••

物
二

軒
•

組五ビ 

よ
りハ、
六ウ長
五 

cmス (三• 

の外JI六m 
前S以

に各格四品)

の

ニ 
ッ 
ト 
柱 
を 
た て
、

の杉

板

⑥ ⑤ ④
イ記予帳ロ• イ•着

第
二
項
工
事
実
施
仕
様

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
平
面
図
、
断
面
図
、
各
部
詳
細
図
お
よ
び
仕
様
書
を
作
成
し
、
実

施
に
あ
た
っ
て
さ
ら
に
詳
細
な
実
施
仕
様
を
定
め
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
施
工
し
た 
。

㈠

仮
設
工
事

①
 

概

要

イ 

素
屋
根
お
よ
び
建
地
内
側
に
軒
足
場
を
設
置
し
た
。

口
北
側
道
路
面
に
工
事
専
用
進
入
ゲ
ー
ト
、
工
事
地
域
北
西
面
に
仮
囲
い
を
設
置
し
た 
。

単
管.
.
.

J
I
S

規
格
品
、
外
径
四
八
・
六 mm

、
肉
厚
二•

四 mm

、
長
さ
二•

〇
〜
五
・
五m
 (
S
T
K
5
1
)

同
右
付
属
品
… 

ク
ラ
ン
プ
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
、
フ
ッ
ク
他 

鉄
板.
.
.

亜
鉛
引
波
形
鉄
板
、
厚
〇•

三
五 mm

ベ
ー
ス
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ボ
ル
ト
締
め
と
し
、
建
地
内
側
は
軒
先
よ
り
六
〇 cm

下
に
軒 

足
場
を
ま
わ
し
た
。
屋
根
は
単
管
溶
接
ト
ラ
ス
を
架
け
て
切
妻
棟
と
し
、
母
屋
割
り
六
〇 

cm

に
単
管
を
重
ね
て
亜
鉛
引
鉄
板
を
葺
き
、
要
所
を
塩
ビ
板
葺
に
し
て
明
か
り
取
り
と
し 

た
。
ま
た
、
台
風
養
生
と
し
て
屋
根
面
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
押
え
た
。

第

六

節

工

事

の

実

施 

第
一
項
工
事
事
務

① 

工
事
運
営
の
基
準

文
化
財
保
護
法
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
同
法
施 

エ
令•

文
化
庁
規
則•

そ
の
他
関
係
法
規
を
参
照
し
て
工
事
を
運
営
し
た
。

②
 

実

施

方

法

那
覇
市
の
直
轄
工
事
と
し
て
実
施
し
た
。
設
計
監
理
は
株
式
会
社
国
建
に
委
託
し
た
。

③ 

着

手
イ
・
工
事
着
手
に
あ
た
り
現
状
変
更
許
可
申
請
を
文
化
庁
に
提
出
し
た
。 

ロ
・
工
事
着
手
に
あ
た
り
計
画
通
知
書(

建
築
物)

を
那
覇
市
建
築
指
導
課
に
提
出
し
た
。

工

準

備

工
事
地
域
を
設
定
し
、
就
業
規
則
等
工
事
に
必
要
な
諸
規
則
の
整
備
を
行
っ
た
。 

工
事
工
程
と
こ
れ
に
関
す
る
支
払
計
画
を
作
成
し
た
。

簿算
差
引
簿•

受
払
簿•

そ
の
他
を
揃
え
、
詳
細
か
つ
正
確
に
記
入
し
た
。

録

作

成

・
調 

書 

発
掘
調
書•

仕
様
調
書
そ
の
他
必
要
な
調
書
を
作
成
し
た
。 

ロ
・
写
真
撮
影 

工
事
中
に
、
必
要
な
記
録
写
真
を
撮
影
し
た
。

⑦
 

竣
工

工
事
完
了
後
は
、
工
事
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
記
載
し
た
実
績
報
告
書
に
精
算
書
、
実
施 

仕
様
書
、
工
事
工
程
の
判
る
写
真
、
そ
の
他
資
料
を
添
付
し
て
竣
工
後
、
速
や
か
に
沖
縄 

県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
。
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セ 。
旧 の来 

礎と

同質

二ー 

えー 
と〇 

たし、mm 

。ま琉球 

た石 

、物建灰岩切

量加所台基壇は形礎 

え土 
て間 

ゴ木叩き 敷等 

テ 
で 十赤旧 
分土来 

叩 に とfflさ 

締め粉石(質同けた設モル、角mm 

たイ形たタ 
は水。シグの状。ル据 

は目ー)もの 

分量を混とし 

でぜた 
少量、石消。

。加たえ石灰と白

石 、のの 
石ズも 

レの 
防で大 
止所 

と 

しのさ高ーー四
石
粉
六
、
赤
土 

ー
、
消
石
灰
ー
、
白
セ
メ
ン
ト
ー

埋
戻
し 

発
掘
調
査
時
に
発
生
し
た
残
土
を
埋
戻
し
土
と
し
た
。

木
工
事

木

材 

木
材
は
旧
来
と
同
材
種
、
旧
形
、
旧
工
法
を
踏
襲
し
、
さ
ら
に
、
現
在
の 

市
場
等
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
て
左
記
を
標
準
と
し
た
。
な
お
、
イ
ヌ
マ
キ
材
は
九
州
産 

を
使
用
し
た
。

イ
化
粧
材 

柱
、
桁
、
縁
框
、
造
作
材
、
壁•

天
井•

床
板
イ
ヌ
マ
キ
上
小
節
材 

垂
木
、
隅
木
、
広
小
舞
、
建
具 

杉
上
小
節
材 

口 

野
物
材 

小
屋•

床
下
材
、
梁
材 

杉
一
等
材 

鉄

材 

見
え
隠
れ
に
使
用
す
る
釘
、
金
物
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
と
し
、
壁
は
真
錄
製 

ス
ク
リ
ュ
ー
釘
を
使
用
し
た
。

加

工 

継
手•

仕
口
等
は
県
内
の
事
例
に
よ
り
、
沖
縄
の
伝
統
的
工
法
を
基
本
と 

し
た
。

木
部
防
腐
処
理

イ 

施

工 

木
部
全
面
に
防
虫
を
兼
ね
た
防
腐
剤
塗
り
を
行
っ
た
。

口

薬

剤
 

キ
シ
ラ
モ
ン
ト
ラ
ッ
ド(

武
田
薬
品
工
業)

を
使
用
し
た 
。

ハ
工 

法 

塗
布
は
二
回
と
し
、

一
回
の
量
一 2m(

木
材
表
面
積)

あ
た
り
ー
ー
〇
〇 

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
上
を
刷
毛
に
よ
り
処
理
し
た
。

④
 

軒

足

場 

外
建
地
は
足
場
板
上
に
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
釘
止
め
と
し
、
柱
間
ー 

・ 

④
 

八
m

程
度
と
し
、
建
物
軒
先
よ
り
約
六
〇 cm

下
に
設
け
た
。

⑤
 

内
部
足
場 

内
部
は
必
要
に
応
じ
て
単
管
足
場
を
設
け
た
。

⑥
 

事

務

所 

規
模
五•

四
m
x

九•

〇
m

の
平
屋
建
プ
レ
ハ
ブ
を
設
け
た
。
コ
ン
ク 

⑤
 

リ
ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
基
礎
と
し
、
内
部
に
床
、
天
井
、
間
仕
切
を
施
し
た
。 

⑥

⑦
 

諸 

設
備 

敷
地
に
電
源
を
引
き
込
み
、
現
場
事
務
所
に
電
灯•

コ
ン
セ
ン
ト
・
ス 

イ
ッ
チ
の
電
気
、
水
道
、
電
話
設
備
を
設
け
、
素
屋
根
に
も
電
気
設
備
を
備
え
た
。

⑧
 

危
険
防
止 

工
事
地
域
内
の
要
所
に
ド
ラ
ム
缶
水
槽
、
消
火
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
を
常 

⑦
 

備
し
、
防
火
対
策
を
講
じ
た
。 

㈢

⑨
 

周
囲
仮
囲
い 

波
形
鉄
板
高
さ
三•

〇
m

、
鉄 H
鋼 

鋼
基
礎
控
付
け
と
し
た
。
ま
た 
、 

①
 

北
側
進
入
路
に
は
高
さ
ー •

二
m

の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
囲
い
と
伸
縮
ゲ
ー
ト
、
歩
道
側 

に
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
表
示
板
を
設
置
し
歩
行
者
の
安
全
面
に
も
考
慮
し
た
。

㈡

基
礎
工
事

①
 

概

要 

計
画
地
盤
高
さ
は
、
建
物
周
辺
と
の
整
合
性
や
遺
構
保
護
の
観
点
か
ら
四 

五 cm

の
か
さ
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
遺
構
を
保
護
砂
で
覆
っ
て
埋
め
戻
し 
、 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
を
設
置
し
て
そ
の
上
に
、
旧
来
と
同
質
同
形
状
の
礎
石
・
基 

②
 

壇
を
設
置
し
た
。

② 

地

業 

③
 

保
護
砂.
.

厚
一
〇 cm

、
細
目
、
土
気
の
な
い
山
砂

砂
利.
.
.
.

流
し
コ
ー
ラ
ル
、
径
四
五 mm

以
内 

④
 

床
下
防
湿
層
… 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
厚
〇•

一
五 mm
 

土
壌
処
理.
.
 

粒
材
散
布
、
キ
ル
ビ
ス
ペ
シ
ャ
ル(

武
田
薬
品
工
業)

③
 

土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

設
計
強
度
一
八
〇
、
ス
ラ
ン
プ
一
五
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄 

筋
を
配
し
た
。
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部 角«

、 
上 
部 平«

粧天 

板裏板井

畳 下内 

床 床

板 板壁

羽 壁外 卜 地 鴨

E 目 落コ 吊 棹 廻 長 長長 

板 壁 框 押居

敷棟名

居木称

か継

手

仕

□

1111

に台 
襟に 
輪相 
釘欠 

留

右折付

目違差ffl 

鎌、

継

入 
タ 
テ 
目 違^

入

目 

継鎌継

厚 厚 厚 厚 厚 厚 厚
〇〇〇 〇•〇〇〇〇 

四 五 六四 四 四ヽ 四

幅

座

四

四猿 
頰 
面 
眼

四取

〇 〇〇
角 三角

〇 
X

成应 成四
四

〇状 
〇ヽ〇ヽ 五ヽX ・寸

出出 幅 法
西〇 寸( 

) 
〇〇

-166 一

⑤

工

法

継

手

形
状•

寸
法(

寸
)
 

面
取
角
柱
四•

〇
角

瓦 

—
座,

目
違
継I

仕

口

上
部
桁
に
平f
l

差
、
下
部 

建
物
入
出
隅
にf
ff
i

付 

柱
胴
付 ffll
差
込
栓
打 

四
・
〇
角 

柱
に
大
入I

箱
目
違
付ffi

差 

同
右 

柱込
栓
胴
打付
箱
目
違
付
柄
差
込 

三
・
五
角 

栓
打_
_
_
_
_
_
_
 

大
引
に
釘
打_
_
_
_
 

一
•

—
五
X

二•
 

〇 

大
入
蟻
落 

三
・
五
角 

打柱
へ
渡
り
蟻
落
上
ク
サ
ビ

一
•
0
X

三
・
五 

腮隅
捻
組 
、
隅
木
落
掛
り
渡
四
・
〇
、
六•

〇 

同
右_
_
_
_
_
_
_

同
右 

落桁
蟻に
腰
掛
蟻
、
柱
にffl
差 

四
・
〇X

五
・
〇 

大
梁
に
腰
掛
蟻_
_
_

名

称柱

土 

台

縁 

框

大

引

根 

太I
ー

火
打
土
台

貫 

布
継

軒

桁

目

違

付

鎌

継

大

梁

同

右

繋

梁
 

—

掛

梁
 

—

隅 

木 

ffl
l
入
ソ
ギ
継
釘
打 

桁
落
掛
り
半
渡
り
腮
釘
打 

隅
反
り
、
鼻
コ
キ 

垂

木
 

I

— 

釘
打 

二
・
一 

二
・
四 

広

小

舞

胴

付I
ffl
差

釘

打 
「
同
右 

二•

〇X 

ー
・
四 

面

戸
 

垂
木
に
大
入
釘
打 

厚合
せ
〇•

ハ
、
垂
木
上
端

釘
打 

0
 1
X
0
1
 

母

屋

両

目

違

鎌

継
 

隅
組
手
相
欠
落
掛
り 

四
・
〇
角

天
井
廻
縁
に
大
入 

天
井
棹
縁
に
送
り
蟻

大
入、

框
に
胴
付 

口
相
決
り
釘
打

に
大
入



手•

仕口図

軒桁 目違付鎌継•柱 平柄差

縁框大入箱目違付柄差込栓打

土台四方柄差込栓打

〃ー吊木(杉一等)
/ @ 909、60X60

天井吊木送り蟻

横桟 1
一段一枚ホゾ・

貫渡り蟻落上クサビ打 建具平柄差打抜割楔締
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② ①㈣

セ、塗
メン漆喰り固

トはめ

少・。棟 
量中棟 

加• 端 
え上の 
、左記金を塗式形( 

を鏤方 
標で言 
準仕名 
と上ー 
しげチ 
たたラ 
。(。漆ー) 

体積喰の、丸 

比) 調合瓦の 
は目 
割地 
た防の止め 倣来に幅在は

率
は
ー
ー
ー
〜
一
四％

の
値
を
示
し
た
。

•

寸
法
、
強
度
—
誤
差
は
明
示
寸
法
の
五％

以
内
と
し
、
焼
む
ら
、
著
し
い
焼
狂
い
、
亀 

裂
、
破
損
等
の
な
い
優
良
品
を
使
用
し
、
検
査
は
肉
眼
・
打
音
等
に
よ
っ
て
行
っ
た
。 

瓦

葺

イ 

本
瓦
葺 

平
瓦
は
竹
野
地
上
に
葺
土
を
置
き
、
葺
足
一
〇 cm

程
度
で
葺
上
げ
て
三 

枚
重
ね
と
し
、
軒
先
は
軒
平
瓦
の
上
に
面
を
揃
え
て
二
の
平
瓦
を
の
せ
た
。
ま
た
、
軒 

先
瓦
間
に
は
銅
釘
を
横
に
押
し
あ
て
、
ホ
ル
マ
ル
軟
銅
線
を
用
い
て
瓦
座
と
緊
結
し
た 
。 

丸
瓦
は
玉
縁
あ
た
り
に
点
置
し
た
葺
土
に
の
せ
、
玉
縁
に
重
ね
て
葺
登
る 
。 

口

棟

瓦

積 

隅
棟
は
平
瓦
を
葺
足
一
七 cm

内
外
に
ー
ー
段
重
ね
、
葺
土
を
お
い
て
丸
瓦 

を
伏
せ
た
。
大
棟
も
同
様
に
、
平
瓦
の
伏
せ
重
ね
を
葺
土
で
二
段
に
熨
斗
積
し
た 
。 

ハ
漆
喰
塗 

丸
瓦
の
目
地
、
平
瓦
と
の
取
り
合
わ
せ
、
軒
丸
お
よ
び
各
棟
端
の
小
口

下
塗
—
漆
喰
四
、
砂
三
、
白
セ
メ
ン
ト
ー

中
塗
—
漆
喰
四
、
砂
二
、
白
セ
メ
ン
ト
ー

上
塗
—
漆
喰
四
、
砂
ー
、
白
セ
メ
ン
ト
〇•

三

雑
工
事

建

具 

種
別
に
つ
い
て
は
聞
き
取
り
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
類
似
事

例
を
参
考
と
し
た
。

イ

材

料

木
材(

框
、
桟
、
板
)
•
•
•

ス
ギ
上
小
節
材
、
框
戸
の
框
の
み
イ
ヌ
マ
キ
上
小
節
材

釘
類(

板
戸
な
ど)

… 

真
錄
製

紙
類(

明
り
障
子)

•

：
:

内
山
和
紙

口

エ

法

屋
根
工
事

野

地 

野
地
は
竹
小
舞
張
と
し
、
径
ー
〇 mm

前
後
、
長
さT
ー 

〇
m

程
度
で
十
分 

に
乾
燥
し
防
虫•

防
蟻•

防
腐
処
理(

浸
漬
処
理)

を
施
し
た
竹
を
使
用
し
た
。
工
法
は 

軒
先
の
広
小
舞
尻
よ
り
一
本
ご
と
や
り
違
い
に
隙
間
な
く
横
に
並
べ
、
棕
紹
網
で
編
み
つ 

④
 

け
た
。

葺

土 

平
瓦
下
の
平
土
、
丸
瓦
下•

棟
積
み
の
丸
土
と
し
て
使
用
し
、
材
料
は
細 

粒
コ
ー
ラ
ル
に
消
石
灰
を
少
量
加
え
十
分
に
混
練
し
た
。

本

瓦 

発
掘
現
場
か
ら
赤
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
沖
縄
で
は
一
七
〇
〇
年
代
以
降 

は
赤
瓦
が
主
流
で
あ
り
、

一
七
四
八
年
創
建
の
東
の
御
番
所
は
そ
の
時
代
に
含
ま
れ
る
こ 

と
か
ら
赤
瓦
と
し
た
。
ま
た
、
轆
轆
を
使
用
し
た
旧
式
の
手
造
り
に
よ
る
製
作
と
し
た 
。 

な
お
、
こ
の
手
法
は
識
名
園
御
殿
修
復
等
で
使
用
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。 

イ 

形
状•

寸
法 

出
土
遺
物
の
う
ち
、
完
形
瓦
を
選
定
し
見
本
品
と
し
た 
。 

平

瓦

—
胴
長
、
尻
幅
、
厚
さ
、
谷
深
さ

丸

瓦

—
胴
長
、
玉
縁
長
、
幅
、
厚
さ

平
瓦
当
—
垂
尖
形
の
牡
丹
花
葉
文

丸
瓦
当
—
珠
文
入
り
牡
丹
文

な
お
、
瓦
当
文
様
に
つ
い
て
は
、
出
土
遺
物
の
文
様
を
忠
実
に
再
現
し
た 
。

口 

原
土 

採
掘
後
十
分
に
ね
か
せ
た
も
の
と
し
、
有
害
な
可
溶
性
ア
ル
カ
リ
分
、
有
機 

㈤
 

物
、
粗
砂
等
の
物
質
を
含
ま
な
い
良
質
な
も
の
と
し
た
。
使
用
に
際
し
て
は
、
原
土
を 

①
 

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
混
練
機
に
か
け
、
水
分
調
整
を
行
い
充
分
に
放
置
し
た
も
の
を
使
用
し

た
。

二
製
品
検
査 

出
来
上
が
っ
た
瓦
は
適
宜
抽
出
し
て
、
左
記
の
項
目
に
よ
る
検
査
を
行
っ 

た
。
特
に
吸
水
率
に
関
し
て
は
、
同
様
の
旧
式
造
り
を
採
用
し
た
事
例
を
参
考
に
、 

ー 

〇
％

以
下
を
目
指
し
実
験
を
試
み
た
結
果
、
か
な
り
厳
し
い
こ
と
が
判
っ
た 
。

•

吸 T
水 J
I
S
 
A
 

五
二
〇
ハ
に
定
め
る
試
験
方
法
に
て
検
査
し
た
結
果
、
吸
水
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框戸 
にと 
片同 
寄平様、 

差打ffl戸板 

打抜は横 

割締楔桟に釘 

止

引違 ブ右• 

ク
ラ
朝•に 
接平 

着ffl 
使剤用差打抜割 

、
楔締 

れ入 締

気備設電事備工し固均めた
工材往 

法 料 時の 

仕
路骨げ 
盤材に 

を十分粒径©近い 

に敷・ー 色調• 

き〇材 
固〜質 
め、厚九•とし 

厚五た 

〇四のmm。

mm 透 
の舗水 
性 
石 
灰 

ゴ金岩舗装 

テと 

分十した 
に 。

戸
(
雨戸)

入
れ、り(抜

周上
框桟
に込 )

—板桟—框— 

突付右同竪框 

朝。に 
目四平 

板本ffl

を 
、 そ火 
の災 
他報 
の知 
部設 
屋備 
・工 

小事 
裏屋

には小部 

差動屋に 

式は 
分作 
布動 
型式 

熱知感器スポッ 

器(ト型 

空管気)熱感知 

を取器(

種)

他板子•框

違引竪仕残上 
張口—• 
り合竪下 
、欠框溝 

ヒブ框周、に平«り決 

ク框 
ラに差 
朝片打 

、大

入 
•れ、締 

中桟竪
三 
本、横 

十本

腰付障
開

他
— 
引 
違 
い
、片引き

①闵 ③ ②

開
閉
他
—
引
違
い

畳

工

事

イ

材

料

畳
表:
:

：

沖
縄
イ
グ
サ
表(

沖
縄
産
ビ
ー
グ)

畳
床:

：
J
：I
S

五
九
〇
ー
、
二
種
特
級
、
重
量
二
八 kg
/

枚
以
上
、
裏
ご
も
は
わ 

ら
製 

縫

糸 

•

ビ
ニ
ロ
ン
糸
、
J
I
S

L

二
五
〇
ー 

畳
縁
・
：•

上
質
純
綿
製
、
黒
縁

舗

装
か
さ
上
げ
に
伴
っ
て
発
生
し
た
建
物
西
側
に
位
置
す
る
ス
ロ
ー
プ
の
仕
上
げ
に
つ
い
て

入
れ
、
下
框
に
欠
込
釘
止
、
上
桟
に
張 

上
げ
中
桟
共
釘
止

イ 

材

料 

材
料
は
全
て
日
本
工
業
規
格
に
合
格
し
た
も
の
を
用
い
た 
。

口
配
線
工
事 

電
気
お
よ
び
火
災
報
知
は
新
た
に
引
き
込
み
、
既
設
の
ガ
イ
ダ
ン
ス 

施
設
か
ら
玉
陵
南
側
を
迂
回
さ
せ
た
露
出
配
管
と
し
、
建
物
付
近
よ
り
埋
設
し
た
。
要 

所
に
は
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
を
設
け
、
床
下 H
は I
V
E

管
、
屋
内
壁
は
メ
タ
ル
モ
ー
ル
で 

配
管
し
た
。
留
め
金
具
と
も
建
物
に
調
和
し
た
塗
装
を
行
っ
た
。

八

器

具
 

分
電
盤
等
は
板
間
に
取
り
付
け
、
照
明
お
よ
び
コ
ン
セ
ン
ト
は
木
造
の 

雰
囲
気
を
配
慮
し
た
器
具
と
し
た
〇

け
て
、
板
間
の
受
信
盤
へ
接
続
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
感
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
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1.竣工西方より見る

2.竣工北西側より見る

iinmi! iH-H.nuu inmininii 1
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4,竣工南側より見る
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■II
6.竣工台所・広敷
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8.竣工廊下(西側より見る) 9.竣工廊下(東側より見る)
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14.遺方(東側より) 10.工事安全祈願祭

15.素屋根建設(北西側より) 11.工事着手前(北東側より)

16.素屋根完成(東側より) 12.仮囲い

17.現場事務所 13.切り株除去(基壇部分)
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22. 土間鉄筋配置(北東側より) 18.遺構保護砂敷き

24.礎石表面加工(大里村の石材加工所にて) 2〇, 土壌処理剤散布(東側より)

25.礎石据付(北東側より) 21.土間型枠設置(北西側より)
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3〇,ミジタミ石積み 26.遺構積み直し(西面基壇)

31.ミンタナ石敷き 27.基壇石敷き(南東角)

32.側溝石敷き(参詣道スロープ北側) 28.倒れ防止アンカーボルト(基壇部分)

33.踏石支石設置(西面側溝) 29.礫石設置(北面)
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39.含水率測定(同上) 35.原寸検査:墨打ち(同上)

4〇•木材現場搬入(南東側より) 36.カンナ掛け(同上)

41.建方開始(西側より開始) 37.小屋仮組み(同上)
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43.小屋組(北東側より)

49•鴨居取付 45.垂木取付(東面)
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5〇•外壁取付

51.内壁埋込コンセント補強

52.内壁取付56.天井板設置

53.雨戸戸袋設置57.床の間造作(筆返し)
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62.軒桁・隅木 58. 土台(柱胴付柄差込栓打)

64.広小舞(隅部:クサビ打) 6〇.柱と貫の納まり

65.破風板受(軒桁) 61.桁(鎌継)、梁(蟻掛)
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66.遺物(軒先瓦)7〇.平瓦(粘土巻き付け)

68•原土保管状況72.軒丸瓦(瓦当接合)

73.乾燥(桶抜き取り後) 69.粘土を板犬に切り取る

一-193



78.谷部(平瓦下部に銅板敷) 74.野地竹設置

75.軒先瓦葺き(瓦座には亜鉛釘に銅線を巻き付け)

8〇•漆喰塗(中塗)

81.瓦座処理(軒平瓦と瓦座の隙間•瓦座表面を漆

喰で仕上げる)
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85•建具製作 82.設備幹線(玉陵石牆南側)

87. 土間叩き(台所)

88.透水性舗装(参詣道スロープ) 84.左:電灯盤、中:総合盤、上:感知器収納箱
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第

一

節

事

業

経

過

の

概

要 

第
一
項
事
業
に
至
る
経
過

平
成
一
ニ
年
度
か
ら
始
め
た
玉
陵
史
跡
等
活
用
特
別
事
業
に
よ
り
、
発
掘
及
び
史
料
調
査 

等
が
行
わ
れ
、
石
牆
の
修
復
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
あ
る
奉
円
館
が
開
館
さ
れ
た
。
そ
し
て 
、 

平
成
一
五
年
三
月
に
東
の
御
番
所
の
復
元
と
そ
の
周
辺
整
備
が
完
了
し
た 
。 

平
成
ニ
ニ
年
度
に
実
施
さ
れ
た
参
詣
道
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
東
の
御
番
所
側
か
ら
参
詣 

道
沿
い
に
西
へ
延
び
る
石
組
排
水
溝
が
、

一
部
欠
損•

破
損
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
全 

な
状
態
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
来
園
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
一
部
保
護
砂
等
に
て
遺
構 

を
埋
め
戻
し
、
東
の
御
番
所
の
整
備
を
待
っ
て
、
平
成
一
五
年
八
月
に
参
詣
道
の
復
元
整
備 

(

玉
陵
史
跡
等
総
合
整
備
活
用
推
進
事
業)

に
着
手
し
た
。

第
二
項
事
業
の
経
過

所
有
者
で
あ
る
那
覇
市
は
、
設
計
監
理
業
務
を
株
式
会
社
国
建
に
委
託
し
、
同
社
か
ら
参 

詣
道
整
備
の
設
計
図
書
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
現
状
変
更
許
可
申
請
を
行
っ
た 
。 

工
事
は
那
覇
市
の
直
轄
工
事
と
し
、
総
事
業
費
五
、
〇
〇
〇
、
五
〇
〇
円
、
工
事
期
間
三 

ケ
月
の
予
定
で
平
成
一
五
年
八
月
二
九
日
に
着
手
し
た
。

第
三
項
工
事
組
織

各
種
の
申
請•

報
告•

入
札•

契
約
等
の
実
務
は
、
教
育
委
員
会
文
化
財
課
が
中
心
に
な
つ

て
遂
行
し
た
。
設
計
監
理
は
株
式
会
社
国
建
に
委
託
し
、
同
社
は
主
任
技
術
者
を
随
時
現
場 

に
派
遣
し
そ
の
任
に
当
た
ら
せ
た
。
施
工
は
請
負
工
事
と
し
、
市
財
務
規
則
に
従
っ
た
指
名 

競
争
入
札
に
て
決
定
し
た
。

工
事
関
係
者

事
業
者

那
覇
市

市

長 

翁

長

雄

志

教
育
長 

仲

田

美

加

子

教
育
委
員
会
文
化
財
課

課

長 

古

塚

達

朗

係

長 

大

久 

肇

主
任
技
師 

島

袋 

勝

設
計
監
理

株
式
会
社 

国
建(

那
覇
市
久
茂
地
ー
ー
ニ
ー
ー
ー
〇 
O
 T

V

国
和
プ
ラ
ザ
内)
 

代
表
取
締
役 

新 

城 

安

雄 

主
任
技
術
者 

平 

良 

啓 

技

術

員
 

福 

元 

真
一
郎

施
工
請
負

有
限
会
社 

球
陽
ガ
ー
デ
ン(

那
覇
市
宇
栄
原
三
—
三
—
五
)

代
表
取
締
役 

平

良

国
 

浩

現
場
代
理
人 

上

原

邦
 

彦 

協
力
業
者

石
工
事 

㈱

武
山
建
設(

玉
城
村
字
百
名
ー
一
四
七)

代 

表 

武

村 

隆

-233 -



ーー
を 
見 
本 
と 
し た新 

材 
)で補 

を足 

使 し

③ ② ① ㈢ ③

cm 
の 
舗材装を路盤材 

金と 

均きす敷て。鏤にーラャッシしラクて 

ン 
を 
五 
〜 ー〇cm 

設 けた 

上に 

、厚 

さ四 

・

一 3m 

当た 

使用材料 重量(kg/nf) りの

°白 2バ〜ラ9.ス9mm 9 2 4 合
° 2〜9.9mm 表

白セメント 2 0 5

土壌硬化剤 2 1

水 8 2

玉玉 事 
陵陵工業 
参参期費 
詣詣一一 
道道平五 
整整成、 

合 備事工 工事備一五年〇〇〇 

監(八月、五 

理)二九〇〇 

務業 日らか円 

平成 

、、 
〇六 ー三 一 
〇七ー 
〇五五 
、、、 
五〇五 
〇〇〇 
〇〇〇 
円円円 六 

日 
ま で

四
項
事
業
費

装 

工 

代 事囿

根 
表 神(

那 小覇市 

嶺首里 

良久場 

一川町

二

二八— 

一)

石
工
事

計
画 

東
の
御
番
所
を
水
上
と
し
、
参
詣
道
に
沿
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
石
組
排
水
溝
が 

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
排
水
溝
は
幅
三
〇 cm

ほ
ど
の
敷
石
が
設
け
ら
れ
た
形
状
で
、

一
部
欠 

損
し
た
も
の
、
破
損
し
た
も
の
、
倒
れ
て
い
る
も
の
等
各
種
各
様
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ 

れ
ら
の
う
ち
健
全
な
も
の
は
そ
の
ま
ま
再
用
し
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
状
況
に
応
じ
て
補 

足
を
行
っ
た
。
ま
た
、
西
の
御
番
所
跡
北
側
に
は
、
参
詣
道
を
横
断
す
る
排
水
溝
の
蓋
石 

が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
割
れ
や
欠
損
が
著
し
い
た
め
、
全
て
の
蓋
石
を
新

材
に
取
り
替
え
た
。

材
料 

補
足
石
材
は
原
則
と
し
て
旧
来
と
同
質
同
形
状
の
琉
球
石
灰
岩
と
し
た
。

用
し
て
新
材
を
補
足
し
た
。
明
ら
か
に
倒
れ
て
い
る
も
の
及
び
ず
れ
て
い
る
と
判
断
で
き

第

二

節

工

事

実

施

仕

様

㈠

通

則

① 

総

則記
載
外
の
事
項
ま
た
は
疑
問
を
生
じ
た
場
合
は
す
べ
て
係
員
の
指
示
に
従
い
施
工
し
た 
。 

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
実
施
仕
様
を
定
め
て
施
工
し
た
。

②
 

材

料

検

収

一
切
の
材
料
は
全
て
検
査
員
が
検
査
を
行
い
、
合
格
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。

㈡

舗
装
工
事

①
 

計
画 

玉
陵
第
一
門
付
近
か
ら
奉
円
館
前
面
に
至
る
範
囲
。
な
お
、
奉
円
館
か
ら
西
の 

御
番
所
付
近
ま
で
は
既
に
舗
装
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
破
損
個
所
が
多
く
、
ま
た
雨
天
時 

の
ス
ベ
リ
防
止
の
観
点
か
ら
全
面
撤
去
を
行
い
、
新
た
な
舗
装
を
行
っ
た
。

②
 

材
料 

透
水
性
石
灰
岩
舗
装(

製
品
名
』
ラ
ー
バ
ン
ロ
ツ
ク)
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② ① ㈣

陶板詳細図

説明板詳細図

る
遺
構
に
関
し
て
は
、
底
面
を
十
分
に
敷
き
固
め
た
後
、
隣
接
遺
構
に
準
じ
て
復
旧
を
行
っ 

た
。

植
栽
工
事

種
類 

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ッ(

樹
高
三•

〇
m

、
軒
周
〇•

ー
ー 
ー
m

、
枝
張
ー •

五
m)
 

二
本
、
二
脚
鳥
居

工
法
東
の
御
番
所
南
側
に
配
置
。
客
土
配
合
お
よ
び
土
壌
改
良
配
合
は
沖
縄
県
基
準
に 

基
づ
い
て
実
施
し
た
。

説
明
板
設
置

計
画 

東
の
御
番
所
、
西
の
御
番
所
の
二
箇
所
に
配
置
し
、
そ
の
施
設
の
説
明
を
日
本
語 

と
英
訳
文
の
各
一
枚
毎
に
陶
板
に
焼
き
付
け
た
。

材
料 

本
体
の
琉
球
石
灰
岩
は
ビ
シ
ャ
ン
仕
上
げ
と
し
た
。

工
法 

厚
一
〇 cm

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
上
に
、
本
体
を
モ
ル
タ
ル
に
て
据
え
置
き
固 

定
し
た
。
ま
た
、
三
〇 cm

角
の
陶
板
の
厚
み
に
準
じ
て
欠
き
込
み
、
コ
ー
キ
ン
グ
材
に
て 

目
地
詰
め
を
行
っ
た
上
陶
板
を
固
定
し
た
。

235 -



1.竣工奉円館前より東方を見る

2.竣工西の御番所跡前より東方を見る
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7.暗渠(西の御番所跡前)

9.石組排水溝(破損箇所)

10.石組排水溝(倒れ箇所)

3.石組排水溝(右手)

5.石組排水溝(欠損箇所)

6.石組排水溝(欠損箇所)
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15.排水溝設置(接着剤補強)

16.排水溝設置(欠損箇所控え)

17.石敷(西の御番所跡前)

18.暗渠蓋設置

11•石材検査

12.排水溝設置(欠損箇所)

13.排水溝設置(破損箇所)

14.排水溝設置(欠損箇所)
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23.舗装状況(東の御番所付近) 19•既設舗装撤去前(西の御番所跡前より西方)

24.舗装状況(第一門前)

25.舗装完了(奉円館前) 21.既設舗装撤去後、仮設通路設置(奉円館前)

26•養生期間中の仮設通路(奉円館前) 22.舗装材配合状況
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31•リュウキュウマッ植込 27•説明板基礎設置(コンクリート打設)

32.根付 28.説明板設置

33•肥料埋込 29.陶板部欠き込み

一
34.設置完了 30.説明板設置完了
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